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子
の
理
論
は
、

利
附
貸
付
表
本
の
理
論
の
、

か
な
る
資
本
の
理
論
に
登
足
し
て
、

の
寄
生
的
一
資
本
の
問
題
は
、

利
子
の
問
題
は
、
同
時
に
、

序

ム

利
子
の
取
得
を
自
已
の
微
標
的
局
性
さ
す
る
利
附
貸
付
資
本
の
問
題
で
あ
る
。
而
し
て
こ

叉
裳
然
に
、

そ
の
生
存
の
地
盤
と
な
る
基
礎
的
経
滸
闘
係
の
問
題
に
迄
遡
り
う
る
。
然
る

に
こ
の
基
礎
的
鯉
滸
闊
係
は
近
代
経
滸
社
會
に
お
い
て
は
安
本
で
あ
る
か
ら
、

か
4
る
咲
本
の
理
論
に
よ
っ
て
究
極
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

の
理
論
か
ら
し
て
、
そ
れ
ら
の
内
面
的
聯
闘
を
辿
つ
て
、
必
然
性
を
も
つ
て
、

い
か
な
る
論
理
の
必
然
を
も
つ
て
推
論
さ
れ
て
ゐ
る
か
ご
い
ふ
事
が
、

ひ
い
て
は
利
子
の
理
論
の
営
否
を
決
定
す
る
主
た
る
契
機
ビ
も
な
る
で
あ
ら
う
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
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本
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の
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い
ま
こ
の

推
論
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
い

よ
っ
て
立
つ

乃
至
は
こ
れ
を
逆
に
、
表
本

利
附
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付
表
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理
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は
、
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付
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ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
國
富
論
第
二
楠
「
脊
本
の
性
質
、
蓄
桔
、

め
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
蓄
積
さ
れ
た
安
本
が
、
貸
付
安
本
と
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合
の
攻
究
が
、
第
四
章
「
利
附
貸
付
咲

も
の
で
は
な
く
、

（

一

）

論
の
碁
本
的
特
質
が
あ
る
さ
考
へ
ら
れ
る
。

付
安
本
の
利
子
ビ
し
て
、
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
も
の
ビ
思
は
れ
る
。

投
下
」
は
、

「
安
本
の
蓄
稜
」
に
闘
す
る
論
述
か
ら
始

i

に
は
所
業
翌
本
の
利
子
論

然
も
そ
の
親
野
は
箪
に
個
別
的
査
本
の
見
地
に
止
ま
る

業
資
本
を
自
己
の
派
生
的
姿
本
さ
な
し
、

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
利
子
論
利
附
貸
付
脊
本
論
の
某
本
的
特
質

さ
い
ふ
こ
こ
に
よ
る
で
あ
ら
う
し
、

礎
づ
け
を
う
け
た
、

れ
て
ゐ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

展
性
を
見
出
し
う
る
で
あ
ら
う
。

又
菫
農
主
義
的
利
子
論
の
偏
狭
性
は
、

さ
い
ふ
勘
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
然
る
に
こ
4

で
問
題
さ
せ
ん
さ
す
る
ス
ミ
ス
利
子
論
は
、
商

さ
し
て
開
陳
さ
れ
た
黙
に
、
二
に
は
、

農
業
資
本
を
自
己
の
中
に
包
容
す
る
在
業
安
本
の
理
論
監
系
に
於
い
て
把
握
さ

即
ち
利
附
貸
付
衰
本
は
産
業
姿
本
に
従
風
す
る
も
の
ビ
し
て
、
利
子
は
か
4
ろ
利
附
貸

社
會
的
壺
本
の
見
地
に
迄
拭
大
さ
れ
て
。
従
つ
て
ス
ミ
ス
の
利
子
論
は
、

そ
れ
が
社
會
的
見
地
か
ら
も
考
察
さ
れ
た
さ
い
ふ
獣
に
、

こ
＼
に
誼
商
主
義
的
利
子
論
と
も
煎
農
主
義
的
利
子
論
と
も
顧
別
さ
れ
る
ス
ミ
ス
利
子

以
下
こ
の
二
勘
を
中
心
ご
し
て
、

そ
の
全
面
性
、

そ
の
然
る
所
以
を
考
察
し
て
見
た
い
。
而

し
て
第

i

の
黙
は
本
稿
の
第
一
節
に
お
い
て
、
第
二
の
郷
は
第
二
節
に
お
い
て
省
み
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

そ
の
疲

そ
れ
が
農
業
表
本
の
開
系
内
で
究
極
的
な
基

見
地
に
立
つ
て
い
ふ
な
ら
ば
、
軍
商
主
義
的
利
子
論
の
一
面
観
は
、

そ
れ
が
商
業
安
本
さ
の
闘
聯
に
お
い
て
理
解
さ
れ
た
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本
の
確
認
か
ら
始
め
る
の
で
あ
る
。
即
ち
第
四
章
の
胃
頭
に
お
い
て
彼
は
次
の
如
く
の
ぺ
る
。

奮

畜

0

、
`
。
、
。
、
`
‘

る
資
財

(
s
t
o
c
k
)
は
貸
主
に
は
常
に
―
つ
の
容
本

(
c
a
p
i
t
a
l
)

牧
さ
れ
る
こ
い
ふ
事
、
そ
し
て
そ
の
間
借
主
は
こ
の
表
本
の
使
用
に
封
す
る

の
2

註

二

）

心

竺

＝

一

）

ふ
さ
い
ふ
事
を
期
待
す
る
」
こ
（
傍
黙
筆
者
）
。
こ
＼
で
い
ふ
賃
料
さ
は
勿
論
利
子
を
さ
す
の
で
あ
る
。
従
っ
て
利
附
貸

付
査
本
さ
は
、
利
子
を
自
己
培
殖
の
形
式
さ
す
る
貸
主
に
闘
す
る
一
表
本
で
あ
る
、
さ
い
ふ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

0

0

、冨`

う
な
、
利
附
貸
付
資
本
の
一
般
的
規
定
が
J
E
に
ス
ミ
ス
利
附
貸
付
安
本
諭
の
出
寝
黙
こ
も
な
っ
て
ゐ
る
。

（
註
一
）
ス
ミ
ス
の
資
本
観
が
フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
ー
ト
的
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
人
に
レ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
ゐ
る
。
彼
は
特
に
ス
ミ
ス
と

’̀
’
 

5
 

チ
ュ
ル
ゴ
ー
と
の
脳
係
を
軍
謁
す
る
。
何
、
リ
ス
ト
も
同
様
に
考
へ
る
。
尤
も
ス
ミ
ス
が
直
接
チ
ュ
ル
ゴ
ー
の
「
省
察
」
に
よ
っ

、’5 

た
と
は
考
へ
て
ゐ
な
い
が

cftr、
L
e
o
n
S
a
y
,
 
T
u
r
g
o
t
`
p
.
 3
3
.

参
照
。

谷註
1
1
)

~
財
(
s
t
o
c
k
)

と
査
本
(
8
p
i
t
a
!
)

と
の
延
別
は
ス
ミ
ス
に
於
い
て
は
明
確
で
な
い
。
多
少
狐
別
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
と
考
へ
ら

れ
る
の
は
、
第
二
編
、
特
に
第
一
章
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
資
財
は
、
チ
ュ
ル
ゴ
ー
的
に
、
動
沌

(richesses
mobiliaires)

と

ヽ
97
 

ヽ

考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
獣
に
つ
い
て
は
、
レ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
、
キ
ャ

6
 

考
へ
ら
れ
、
資
本
は
「
所
得
又
は
利
潤
を
生
む
」
も
の
と

J
 

ノヽ〇ウ

ナ
ン
の
研
究
が
参
煎
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
利
子
論
利
附
貸
付
苓
（
本
論
の
基
本
的
特
質

本
に
つ
い
て
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巻

四

第

二

蒙

か
や

―101
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一
定
の
年
々
の
賃
料

(
r
e
n
t
)

を
彼
に
支
彿

さ
考
へ
ら
れ
る
。
貸
ヽ
王
は
期
限
が
く
れ
ば
こ
の
守
本
の
阿

「
利
附
に
て
貸
付
け
ら
れ

D
 

(
O
f
 S
t
o
c
k
 
l
e
n
t
 
a
t
 
I
n
t
e
r
e
s
t
)
」
の
課
題
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
も
亦
の
ぺ
る
所
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
章

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

で
の
問
題
が
r

安
本
投
下
の
一
形
式
こ
し
て
の
一
壺
＊
ー
利
附
貸
付
贅
本
に
あ
る
こ
さ
は
論
を
ま
た
な
い
。
（
チ
ュ
ル
ゴ

幻

g

註
一
）

．．．．． 

ー
の
問
題
の
提
出
の
仕
方
が
正
に
さ
う
で
あ
っ
た
）
。
そ
こ
で
ス
ミ
ス
は
こ
の
章
を
、
一
つ
の
資
本
と
し
て
の
利
附
貨
付
安

t) Smith, The Wealth of Nations, ed. E. Cannan, Vol. I. p. 260. 
2) Tur四 t,Reflexions sur la Formation et la Distribution de Rich函 es,

§. 70. 71. 
3) Smith, ibid., Vol. L p. 332. 諜文は竹内氏繹に負ふ所大である竃然し筆者

において膵手に改パ：：貼も少くない。
4) Lewinski, The Founders of Political Economy, 1922, pp. 42ー 43,83-84. 
5) Gide and Rist, A History of Economic Doctrines, p. 55. p.4. note. 
6) Smith, ibid, Vol. I. p, 26 I. 
7) Lewinski, ibid.，pp. 78-79．印ー84.
a) E. Cannan, Theories of Production and Distribution, 1924, p. 56. 
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あ
る
。

即
ち
消
特
信
用
の
方
は
、
深
く
問
題
ご
し
な

の
岱
に
さ
つ
て
お
か
れ
る
守
材
さ
し
て
か
、

い
つ
れ
に

に
よ
っ
て
利
附
貸
付
咲
本
の
よ
り
立
入
っ
た
分
析
を
試
み
て
ゐ
る
。

即
ち
彼
は
先
づ
利
附
貸
付
取
引
を
借
主
の
需
要
の
性

返
涜
に
至
る
迄
の
過
程
が
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

即
ち
借
主
が
借
り
う
け

ア

ダ

ム

・

ス

ミ

ス

利

子

論

利

附

貸

付

資

本

論

の

基

本

的

特

質

第

二

鰊

（
註
―
―
―
）
ス
ミ
ス
が
利
子
を
賃
料

(rent)
と
規
定
し
た
の
は
、
軍
に
従
末
の
慣
用
語
を
踏
襄
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
考
へ
る
。
即
ち
利
子

型
池
賃
料

a
地
代
）
よ
り
類
比
的
に
説
明
さ
れ
た
の
は
、
可
成
以
前
か
ら
の
事
で
あ
る
。
例
（
ば
、
ペ
ッ
テ
イ
は
、
利
子
を
貨

幣
の
賃
料
と
し
て
、
地
代
を
土
地
の
賃
料
と
し
て
、
伸
し
く
賃
料
の
憫
系
に
お
い
て
と
ら
へ
て
ゐ

J
o
而
し
て
こ
の
雨
者
の
類
比

を
最
大
赦
に
開
陳
し
た
の
は
ロ
ッ
ク
で
あ
る
と
考
へ
る
ー
。

ス
ミ
ス
は
、

然
し
、

か
や
う
な
一
究
本
ご
し
て
の
利
附
貸
付
守
本
の
確
認
か
ら
出
焚
し
、
つ
い
で
、
そ
れ
の
ョ
リ
辟
殊
的
な
、

リ
内
容
的
な
規
定
を
試
み
て
行
く
。

ご
こ
ろ
で
｀
貨
幣
が
貨
幣
を
生
む
さ
い
ふ
窄
幻
な
一
翌
本
—
ー
ー
利
附
貸
付
究
本
ー
ー

に
内
容
を
附
典
す
る
も
の
さ
し
て
は
先
づ
、
貸
付
取
引
に
時
間
的
糧
起
的
に
接
績
す
る
一
過
程
、

ス
ミ
ス
も
亦
こ
の
一
過
程
に
日
を
向
け
、
こ
の
黙
に
着

H
す
る
こ
ご

質
に
従
つ
て
二
つ
の
部
類
に
甑
分
す
る
の
で
あ
る
。
日
＇
、
「
借
‘
王
は
そ
れ
（
偕
う
け
た
宅
財
|
—
筆
芥
）
を
表
本

(
c
a
p
i
t
c
l
)

さ
し
て
か
、
或
は
直
接
的
消
費
（
甘
目
e
d
i
a
t
e
c
o
n
s
u
m
p
t
i
o
n
)
 

用
ゐ
て
も
よ
い
」
ビ

3

ス
ミ
ス
は
こ
＼
で
貸
付
取
引
な
る
現
象
を
翌
本
佑
用
'
J
J

消
費
信
用
と
の
二
つ
に
分
け
て
ゐ
る
の
で

ス
ミ
ス
は
か
く
貸
付
取
引
を

1

一
部
類
に
廊
別
し
な
が
ら
も
後
者
、

い
3

そ
れ
は
彼
が
「
利
附
に
て
貸
付
け
ら
れ
る
表
財
は
、
疑
も
な
く
こ
れ
ら
附
方
に
使
用
さ
れ
る
け
れ
ど
、

然
し
後
者
よ

第

七

巻

四

110四
ョ

9) Petty, A Treatise of Taxes and Contributions, 1662. p. 24. The Econo-
mic Writings of Sir Willium Petty. ed. by Hull, 1889, Vol. I, p. 42. 

10) John Locke, Some Considerations of the Consequences of the Lowering 
of Interest and Raising the Value of Money, 1691, The Works of John 
Locke, 3 ed. Vol. II, pp. 18ー19.

11) Smith, ibid., Vol. I, p. 332. 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
利
子
論
別
附
貸
付
衣
本
論
の
基
本
的
特
質

第

七

巻

四

―

=

-

―1
0五

或
は
浪
費
的
地
主
の
消
費
信
用
を
問
題
さ
し
、

れ
て
来
た
こ
ビ
で
あ
ら
う
。

そ
れ
に
し

12) Smith. ibid., Vol. I, p. 332. 
13) Smith, ibid., ¥'ol. I, p. 3.12. 
14) Smith, ibid., Vol. I, p. 333. 

（
こ
れ
に
反
し
て
消
費
信
用
は
、

g
 

り
も
大
い
に
屡
々
前
者
に
使
用
さ
れ
る
」
さ
考
へ
る
か
ら
で
あ
る
。

て
ゐ
る
。
消
塞
せ
ん
が
岱
に
借
入
れ
、
叉
貸
付
け
る
こ
さ
は
、
面
賞
寒
者
の
利
益
に
反
す
る
か
ら
、
人
は
自
己
の
利
盆
を
顧
慮

g
 

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
や
う
な
取
引
を
慎
し
む
で
あ
ら
う
し
、
又
車
寅
に
つ
い
て
も
「
借
主
の
間
に
あ
っ
て
す
ら
も
、

倹
約
・
勤
勉
家
の
数
は
、
浪
費
・
怠
惰
者
の
数
に
著
し
く
超
え
て
ゐ
る
」
さ
い
ふ
の
で
あ
る
。

か
や
う
に
し
て
ス
ミ
ス
は
、
利
附
貸
付
取
引
に
二
つ
の
形
式
の
別
を
認
め
乍
ら
も
、
支
配
的
な
の
は
資
本
信
用
で
あ
る
こ

す
る
．
。
そ
し
て
こ
の
資
本
似
用
の
み
を
、
利
附
貸
付
衰
本
の
問
題
の
、
主
た
る
考
察
の
釘
象
さ
す
る
の
で
あ
る
。
尤
も
、
そ
の

理
由
こ
す
る
所
に
は
問
題
が
あ
ら
う
が
、
然
し
こ
の
ス
ミ
ス
の
態
度
は
極
め
て
正
賞
で
あ
る
さ
考
へ
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
、

こ
の
衰
本
信
用
が
近
代
的
利
附
貸
付
取
引
の
支
配
的
な
基
本
的
な
形
式
で
あ
る
こ
こ
は
疑
ふ
餘
地
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

て
も
ヨ
lJ
近
代
的
な
表
本
佑
用
こ
｀

式
の
間
を
右
往
左
往
し
て
、

岬
旨
つ
て
支
配
的
で
あ
っ
た
翡
利
貸
付
取
引
の
本
質
を
な
す
も
の
で
あ
る
）
。

ヨ
リ
前
期
的
な
消
費
信
用
さ
の
こ
の
二
形
式
が
、

動
揺
的
二
心
的
態
度
に
決
定
的
な
袂
別
を
つ
げ
た
の
が
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
で
あ
る
。

い
か
に
こ
れ
迄
混
氣
的
に
論
じ
ら

い
か
に
封
象
の
二
元
的
設
定
が
、
近
代
的
利
附
貸
付
翌
本
の
本
質
の
一
茂
的
解
明
を
妨
げ
て

き
た
こ
さ
で
あ
ら
う
。
遠
く
は
軍
商
主
義
的
利
子
論
年
、
近
く
は
軍
農
主
義
的
利
子
論
に
お
い
て
さ
う
で
あ
る
。
彼
等
は

a
牲
四
）

或
は
貿
易
業
者
の
表
本
信
用
を
問
題
と
す
る
。
彼
等
は
こ
の
俯
用
の
二
形

何
等
利
附
貸
付
登
本
の
一
義
的
解
明
に
到
逹
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
而
し
て
か
4

る

ス
ミ
ス
に
よ
っ
て
、
利
子
の
珂
論
は

第

二

攣

そ
し
て
ス
ミ
ス
は
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
如
く
の
ペ
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こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
時
代
も
ス
ミ
ス
の
為
に
充
分
な
成
熟
を
さ
げ
て
ゐ
た
の
で
は
あ
ら
う
が
。

（
註
四
）
か
A

る
鉗
象
二
元
論
の
混
飢
的
所
説
は
、
ヒ
ニ
ー
ム
に
お
い
て
最
も
露
な
矛
盾
を
呈
し
て
ゐ
る
。
彼
は
利
子
率
を
左
右
す
る
事

10 

情
と
し
て
一
＝
つ
あ
げ
る
C

第
一
は
借
入
れ
の
需
要
で
あ
っ
て
、
彼
は
こ
れ
を
浪
費
的
地
主
の
そ
れ
で
あ
る
と
と
く
C

第
二
は
こ
の

需
要
に
應
ず
べ
き
宮
で
、
こ
れ
は
商
業
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
る
と
考
へ
る
。
第
三
の
事
情
は
商
業
の
利
潤
で
あ
る
。
即
ち
ヒ
ュ
ー

ム
は
こ
の
第
一
一
一に
お
い
て
、
利
子
は
商
人
の
獲
保
す
る
利
潤
よ
IJ
．
支
彿
は
れ
、
そ
の
限
り
利
子
率
は
利
澗
の
年
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
と
考
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
第

一
で
は
地
主
を
も
つ
て
利
子
を
支
梯
ふ
借
主
の
代
表
者
と
す
る
。
そ
れ
で
は
一
骰
、
地

主
の
支
排
ふ
利
子
牢
は
い
か
に
し
て
商
人
の
利
潤
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
れ
ば
な
ら
ぬ
の
か
e

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
こ
の
二
元
的
な
鉗

象
に
二
元
的
な
鮒
答
を
奥
へ
る
。
而
も
妥
協
的
に
。
即
ち
彼
は
「
利
潤
を
獲
る

H
的
で
借
る
人
々
の
階
級
」
と
「
浪
費
す
る
岱
に

借
入
れ

＂な
」
階
級
と
を
顧
別
し
、
浪
牝
的
な
表
金
需
要
が
「
利
子
率
に
少
な
か
ら
ず
作
JII
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
」
、
け
れ
ど
も
釘

19 

利
子
は
結
局
に
「
貿
易
や
先
業

の
利
潤
に
相
應
し
た
利
子
率
」
に
落
沿
か
ざ
る
を
得
な
い
と
主
張
す
る
。

然
し
、
以
上
ス
ミ
ス
が
の
ぺ
た
限
り
で
は
、
箪
に
論
究
の
対
象
が
定
め
ら
れ
た
ご
い
ふ
に
す
ぎ
な
い
。

刃
象
｀
こ
す
ぺ
き
貸
付
取
引
は
、
査
本
信
用
で
あ
る
、

ス
ミ
ス
に
よ
っ
て
い
か
に
規
定
さ
れ
、

さ
い
ふ
に
す
ぎ
ぬ
。

い
か
に
理
解
さ
れ
て
ゐ
る
か
、

「
借
主
に
よ
っ
て
表
本
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
る
」
こ
い
ふ
事
の
意
味
セ
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

専
ら
安
本
信
用
に
幽
す
る
も
の
と
し
て
、
利
附
貸
付
安
本
は
、

而
し
て
こ
の
獣
の
究

明
こ
そ
、
ス
ミ
ス
利
子
論
の
意
義
辟
質
，
ぜ
明
確
に
す
る
所
以
で
あ
る
さ
考
へ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
ゞ
に
ス
ミ
ス
利
子
論
の

究
極
的
基
礎
つ
け
セ
見
出
し
う
る
ご
考
へ
る
か
ら
。
別
言
す
れ
ば
、
利
附
貸
付
安
本
に
さ
つ
て
ョ

lJ
基
礎
的
な
姿
本
の
問

次
に
問
題
こ
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
ば

そ
こ
で
我
々
は

か
く
決
定
さ
れ
た
釘
象
が
、

即
ち
利
子
論
で

近
代
的
な
利
附
貸
付
衣
本
さ
し
て
初
め
て
取
上
げ
ら
れ
る

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
利
子
論
利
附
貸
付
査
本
論
の
某
本
的
特
質

第

七

巻

四

一

四

第

二

撃

―1
0六

t5) Hume's Essays, The Universal Library, p. 216. 
16) ibid., pp. 216-217 
17;) Steuart, An Inquiry into the Principles of Political Economy, (1767) 

Basil, 1796, Vol. IV, p. 22. 
18) Steuart, ibid., Vol. IV, p. 26. 
19) Steuart, ibid., Vol. IV, p. 18. 
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く
の
人
が
ゐ
る
だ
ら
う
。

土
地
を
布
す
る
人
よ
り
、

そ
し
て
又
一
國
が
富
裕
に
な
る
に
従
ひ
安
本
を
貿
易
に
於
い
て
運
用
す
る
能
を
有
し
な
い
か
、

乃
至
は
そ
の
努
を
い
と
ふ
多
く
の
人
の
手
に
、
貿
易
の
為
の
表
本
が
存
す
る
こ
と
さ
な
る
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
土
地
所

有
者
が
彼
の
土
地
を
賃
貸
す
る
様
に
、
叉
此
等
妾
本
所
有
者
は
彼
等
の
表
本
を
賃
貸
す
る
。
後
者
は
利
子
で
あ
り
、
而
も
資

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
利
ナ
論
利
附
貨
付
安
本
論
の
基
本
的
特
質

土
地
を
耕
作
す
べ
き
人
が
多
い
や
う
に

第

七

巻

四

一

五

か
の
ダ
ッ
ド
レ
ー
・
ノ
ー
ス
も
亦
次
の
如
く
い
ふ
。

第

二

撃

―-
0
七

「
さ
て
耕
作
す
べ
き

乃
至
は
裔
品
購
買
に
先
立
つ
て
そ
れ
ら
の
為
に
前
彿
ひ

幣
に
酎
し
て
計
算
さ
れ
る
。
然
し
こ
れ
は
誤
り
て
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
利
子
は
、

表
本

(
s
t
o
c
k
)

に
酎
し
て
支
彿
は
れ
る

の
如
く
の
ぺ
て
ゐ
る
。

「
利
子
は
利
子
を
支
彿
つ
て
借
り
う
け
た
貨
幣
が
、

貨
幣
で
支
彿
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
普
通
貨

ま
つ
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
は
古
く
遡
つ
て
、

さ
て
、
箪
に
借
主
が
表
本
さ
し
て
借
り
う
け

、.
安
本
と
し
て
用
ゐ
る
さ
い
ふ
だ
け
の
認
識
な
ら
ば
必
す
し
も
ス
ミ
ス
に

す
で
に
軍
商
主
義
的
利
子
論
年
に
見
出
し
う
る
。
例
へ
ば
バ
ー
ボ
ン
は
次

か
ら
で
あ
る
。
蓋
し
、
借
り
う
け
た
貨
幣
は
商
品
賭
買
の
為
に
、

さ
れ
る
為
に
、
投
ぜ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
貨
幣
ー
を
利
子
附
で
借
り
、

り”i 

子
を
担
す
る
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」
さ
。

そ
れ
を
彼
の
手
許
に
ね
か
し
て
お
い
て
、

又
運
用
す
べ
き
安
本

(
s
t
o
c
k
)

そ
の
利

を
必
要
こ
す
る
多

重
商
主
義
的
な
見
解
か
ら
。

見
解
の
痰
展
的
特
質
セ
ョ
リ
明
確
に
す
る
為
に
、

一
應
彼
以
前
の
諸
家
の
見
解
を
う
か
が
つ
て
見
る
こ
こ
と
す
る
。
先
づ

ら
れ
る
」
さ
い
ふ
こ
の
安
本
を
、

い
か
な
る
も
の
さ
解
す
る
か
、

桧
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、
然
し
そ
の
前
に
、 ．．

 

題
が
、
こ
4
で
露
呈
さ
れ
て
ゐ
る
さ
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
ス
ミ
ス
が
「
借
主
に
よ
っ
て
査
本
さ
し
て
用
ゐ

ス
ミ
ス
の

20) Nicholas E匹 hon,A Discourse of Trade, 1690, Hollander's Reprint, 
1905, p. 20. 
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ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
利
子
論
利
附
貸
付
安
本
論
の
基
本
的
特
質

D
 

2
 

本
に
釘
す
る
賃
料
に
す
ぎ
な
い
」
ビ
。
又
、
こ
の
外
に
我
々
は
マ
ッ
シ
イ
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

は
貸
付
け
ら
れ
た
貨
幣
を
用
ひ
て
一
定
の
利
潤
を
取
得
し
う
る
が
故
に
、

へ
て
ゐ
る
。

々
は
、

こ
の
際
彼
が
こ
の
貸
付
取
引
の
封
象
を
安
本
ご
見
て
ゐ
る
こ
｀
y,ー
は
明
白
で
あ
る
。
然
も
、
箪
に
個
別
的
な
利

a
 

平
均
利
潤
を
生
む
ご
い
ふ
安
本
こ
し
て
。

そ
し
て
資
本
|
ー
利
潤
ー
ー
利
子
の

一
聯
の
闘
係
を
看
破
し
て
ゐ
る
。
に
も
拘
は
ら
す
我

ス
ミ
ス
の
所
喩
に
比
し
て
尚
著
し
い
巡
庭
を
痰
見
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
即
ち
後
に
明
に
す
る
や
う
に
、
ス
ミ
ス
の

い
ふ
安
本
は
産
業
強
本
で
あ
る
に
反
し
、
彼
等
の
い
ふ
資
本
は
尚
商
業
資
本
で
あ
り
、
彼
等
の
い
ふ
利
潤
は
商
業
利
潤
で

る
。
又
貿
易
の
考
察
か
ら
利
子
の
理
論
を
と
き
起
し
た
ノ
ー
ス
が
安
本
を
い
ふ
時
に
心
賞
然
に
か
ヽ
る
裔
業
資
本
を
指
す

を
行
ふ
人
さ
見
る
時
に
も
、

も
の
さ
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
叉
ロ
ッ
ク
が
、
借
、
王
を
交
易
（
T
r
a
f
f
i
c
k
)

を
貿
易

(Trade)
の
利
潤
ご
見
る
時
に
も
、

の
み
な
ら
す
マ
ッ
シ
イ
は
「
貿
易
の
利
潤
は
一
般
に
貿
易
業
者
の
数
の
、

8
 

．
る
」
さ
の
ぺ
て
ゐ
る
。

こ
の
際
マ
ッ
シ
イ
が
、
譲
渡
利
潤
さ
し
て
流
通
過
程
に
留
保
さ
れ
る
一
定
董
の
商
業
利
潤
（
貿
易

利
子
は
か
4

る
商
業
利
潤
よ

b
支
彿
は
れ
る
も
の
と
見
る
も
の
で
あ
る
。

例
へ
ば
、
バ
ー
ボ
ン
は
、
利
潤
は
商
人
の
利
潤
で
あ
り
、

あ
り
、
従
っ
て
利
子
は
そ
の
利
子
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

る
ビ
い
ふ
事
を
認
め
て
ゐ
る
。

か
や
う
に
バ
ー
ボ
ン
に
せ
よ
、

潤
を
あ
げ
る
資
本
で
は
な
く
て
、

ノ
ー
ス
に
せ
よ
、

g
 

利
子
は
利
得
さ
損
失
と
を
計
る
規
矩
で
あ
る
さ
の
ぺ
て
ゐ

マ
ッ
シ
イ
に
せ
よ
、

貿
易
の
董
に
封
す
る
比
例
に
依
つ
て
支
配
さ
れ

マ
ッ
シ
イ
が
利
潤

い
づ
れ
も
既
に
貸
付
取
引
の
野
象
が
資
本
で
あ

そ
の
中
よ
り
利
子
を
支
彿
は
ね
ば
な
ら
ぬ
さ
考

即
ち
彼
は
、
借
主

21) Sir Dudley North, Discourses upon Trade, Hollander's Reprint, p. 17. 
22) Joseph Massie, An Essay on the Governing Causes of the Natural Rate 

of Interest, 1750, Hollander's Reprint, pp. 45ー46.
23) Barbon, A Discourse of Trade, ibid., p. 20, 
24) Locke, Some Considerations, ibid., pp. 18-19. 
25) Massie, An Essay, ibid., p. 52. 
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ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
利
子
論
利
附
貸
付
資
本
論
の
某
本
的
特
質

第

七

巻

四

一

七

第

二

饂

—10~ 

ー
の
説
く
所
を
き
け
ば
か
う
で
あ
る
。

次
い
で
店
業
翌
本
の
一
亜
稲
さ
し
て
の
商
業
安
本
ヤ
問

そ
の
本
質
を
見
る
所
以
で
は
な

形
式
た
る
廂
業
登
本
か
ら
見
れ
ば
、

の
祉
に
よ
っ
て
定
ま
る
）
を
め
ぐ
つ
て
競
争
す
る
個
々
の
商
人
の
（
こ
の
競
手
は
貿
易
業
者
の
数
が
決
定
す
る
）
獲
得
す

る
利
潤
の
高
さ
を
問
題
こ
し
て
わ
る
事
は
明
か
な
専
寅
で
あ
る
。
叉
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
が
、
利
潤
を

(profit 
u
p
o
n
 a
l
i
~
n
a
t
i
o
'
.
1
)

」
ゞ
し
て
説
明
す
る
時
に
は
、

ゐ
ろ
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
彼
の
説
明
す
る
所
は
、
未
だ
論
踵
に
お
い
て
は
稚
拙
で
あ
る
が
、
練
じ
て
、
諮
渡
利
潤
さ
し

て
流
通
過
程
に
獲
保
さ
れ
る
商
業
利
潤
の
本
質
を
さ
く
も
の
で
あ
ろ
。

か
や
う
に
し
て
以
卜
]
の
謡
家
は
い
つ
れ
も
、
守
本
さ
し
て
は
商
哭
翌
本
を
｀

の
本
質
q

笠
明
確
に
す
る
こ
さ
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
廂
業
咲
本
は
、

唯
箪
に
そ
の
流
通
過
程
に
従
彫
す
る
派
生
的
二
次
的
芥
本
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ

る。い
。
宗
ろ
そ
れ
は
森
業
脊
本
さ
の
聯
脳
に
お
い
て
先
づ
考
察
し
、

利
附
貸
付
姿
本
ヽ
ぜ
箪
に
商
業
表
本
ビ
の
聯
闘
に
於
い
て
の
み
考
察
す
る
こ
さ
は
、

題
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ

L
に
ス
ミ
ス
に
よ
つ
て
克
服
さ
る
べ
ぅ
第
一
の
諜
類
が
残

n
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
菫
商
主
義
的
諦
説
は
別
と
し
て
、
軍
農
主
義
者
淫
は
い
か
に
考
へ
る
か
？

即
ち
チ
ュ
ル
ゴ
ー
は
ス
ミ
ス
さ
同
様
に
動
産
の
蓄
稜
か
ら
さ
ぎ
起
す
。
そ
し
て
彼

は
こ
の
蓄
積
さ
れ
た
動
産
が
安
本
ビ
し
て
投
下
さ
れ
る
五
方
法
を
案
じ
、

そ
の
一
人
n

こ
し
て
の
チ
ュ
ル
ゴ

そ
の
一
っ
さ
し
て
の
利
附
貸
付
安
本
を
問
題
こ

近
代
咲
本
家
社
會
に
於
け
る
資
本
の
甚
本
的

利
子
も
そ
れ
ら
に
闊
す
る
利
子
さ
し
て
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

従
つ
て
彼
等
は

か
く
考
へ
る
限
り
近
代
的
利
附
安
本

利
澗
さ
し
て
は
商
業
利
潤
を
問
題
さ
し

利
潤
↓
ぜ
流
通
過
程
に
お
い
て
痙
得
さ
れ
る
も
の
こ
考
へ
て

「
演
渡
に
基
づ
く
利
潤

26) Steuart, ibid., Vol. I, pp.こ90.294-295. 
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即
ち
貸
付
安
本
は
借
主
に
よ
り
生
在
的
努
働
者
を
維
持
す
る
宅

正
し
て
、
利
附
貸
付
安
本
中
ぜ
在
梁
妾
本
の
基
礎
の
上
に
打
立
て
え
た
か
、
見
ろ
こ
さ
こ
し
よ
う
。

ス
ミ
ス
は
借
主
に
よ
っ
て
「
資
本
」
こ
し
て
利
用
さ
れ
る
ビ
い
ふ
事
の
意
味
を
次
の
如
く
考
へ
て
ゐ
る
。
「
若
し
借
主
が
此

を
安
本
ビ
し
て
用
ゐ
る
な
ら
ば
、
彼
は
こ
れ
を
生
産
的
努
働
者
の
維
持
に
用
ゐ
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
此
等
生
産
的
努
働
者
は

3
 

そ
の
安
本
の
債
値
を
利
潤
を
添
え
て
再
生
産
す
る
」
ビ
。

解
決
さ
る
ぺ
き
第
二
の
課
題
が
竣
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
我
々
は

ス
ミ
．
ス
が
い
か
に
叙
上
の
一
而
的
見
解
を

生
産
的
こ
な
し
、

合
せ
て
産
業
姿
本
ご
し
て
確
立
す
る
こ
ビ
な
く
し
て
は
克
服
さ
れ
得
な
い
。
こ
4

に
ス
ミ
ス
に
よ
っ
て

か
や
う
な
寛
農
主
義
的
偏
見
は
、

茅

七

巻

四

一

八

す
る
●
か
く
彼
が
利
附
貸
付
姿
本
を
、
安
本
投
下
の
罷
系
内
で
問
題
さ
す
る
限
り
で
は
、

理
解
に
一
歩
近
づ
く
か
に
見
え
る
。
加
ふ
る
に
彼
は
、
安
本
の
前
貨
こ
阿
牧
こ
の
経
駿
的
循
環
巡
動
ー
ー
こ
れ
を
貨
幣
の

勾

流
辿

(
c
i
r
c
u
h
t
i
o
n
d
e
 I

、月
g
e
n
t
)
~
い
ふ
の
で
あ
る
が1

の
認
識
ィJも
っ
て
、
安
本
家
的
生
西
の
基
礎
栴
造
に
迄
到

そ
し
て
、
痢
餘
さ
し
て
の
純
生
産
物
、
純
所
得
の
概
念
セ
数
へ
て
く
れ
る
。
然
し
チ
ュ
ル
ゴ
ー
は
こ
の
幸
先
よ

り
、
所
得
形
式
さ
し
て
は
地
代
で
あ
る
ご
考
へ
る
か
ら
で
あ
る
。

表
本
を
見
な
が
ら
も
、

彼
は
利
附
表
本
に
釘
立
す
る
表
本
さ
し
て
商
工
典
の
謡

尚
利
子
を
土
地
安
本
の
利
子
（
地
代
）
か
ら
渫
か
ん
さ
す
る
の
で
あ
る
。
ペ
ー
ム
が
彼
の
利
子
論

を
結
寅
説

(
F
r
u
k
t
i
f
i
k
a
t
i
o
n
s
t
h
e
o
r
i
e
)
'
I
J
名
附
け
て
ゐ
る
の
は
故
あ
る
こ
と
ご
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

農
業
安
本
の
み
生
赤
的
ビ
考
へ
る
読
謬
を
打
破
し
、
農
業
安
本
も
工
業
表
本
も
共
に

き
船
畠
に
お
い
て
忽
に
し
て
難
破
し
て
し
ま
ふ
c

即
ち
網
餘
は
槌
棠
歪
本
の
生
西
す
る
所
で
あ

b
、
自
然
の
賜
物
で
あ

逹
す
る
。

彼
は
利
附
貸
付
安
本
の
全
面
的

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
利
子
論
利
附
貸
付
脊
本
論
の
某
本
的
特
質

第

二

撃

-＝1
0
 

27) Turaot, Reflexions, § 8~ Repons il. objectionなる節を除いてゐる

Gustave Schelle版による、

28) Turaot, Reflexions, § f8. 
29) Turgot, Rellexioris, § 85. 
30)即 hm-Bawerk, K'lpita! und Kapitalzins, Abt. I, 4 Aufl. 1921, S. 55. 
31) Smith, ibid., Vol. I, p. 332. 
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ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
利
子
綸
利
附
貸
付
査
本
論
の
基
本
的
特
質

第

七

巻

四

一

九

第

二

撃

の
、
特
定
の
歴
史
的
祉
會
闘
係
セ
指
示
す
ろ
も
の
で
あ
る
こ
ピ
は
確
で
あ
る
。

に
右
の
如
き
社
曾
闘
係
セ
念
頭
に
お
く
も
の
さ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

や
、
彼
等
め
中
の
あ
ろ
も
の
は
賞
然
に
こ
れ
を
投
じ
て
勤
勉
な
る
人
々
に

(
i
n
d
u
s
t
r
i
o
u
s
p
e
o
p
l
e
)

仕
事
を
さ
せ
る
で
あ

ら
う
。
彼
等
は
勤
勉
な
る
人
々
に
原
料
並
び
に
生
計
の
安
を
供
給
し
、

彼
等
（
努
働
者
ー
筆
者
）
の
努
働
所
在
を
販
賣
す

日
く
「
表
本
が
特
定
の
人
の
手
に
蓄
桔
さ
れ
る
や
否

ス
ミ
ス
が
次
の
如
く
の
べ
る
時
に
は
、
明

な
二
概
念
に
よ
っ
て
示
さ
れ
ろ
さ
こ
ろ
が
、

生
咋
手
段
の
所
布
者
さ
、
生
而
手
段
よ
り
切
離
さ
れ
た
近
代
的
賃
葵
拗
者
ご

に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
。

反
酎
に
、

安
本
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
榮
拗
が
生
床
的
榮
働
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
相
閥
的

生
在
的
榮
慟
は
各
本

で
あ
る
。

従
っ
て
ス
ミ
ス
は

の
概
念
に
つ
い
て
は
、
ス
ミ
ス
に
は
大
闘
二
つ
の
観
念
が
あ
る
。
第
一
は
特
定
の
目
的
物
に
具
罷
化
さ
れ
ろ
努
働
さ
考
へ

8
 

る
見
解
で
あ
る
。
然
し
こ
の
観
念
は
、
今
宅
本
を
問
題
と
し
、
安
本
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
生
究
的
榮
拗
者
の
意
義
を
考

究
す
る
場
合
に
は
直
桜
闘
係
は
な
い
。

「
努
働
の
用
ひ
ら
れ
る
、
王
開
の
債
値
を
培
す
」
も
の
で
あ
り
、芍

生
活
維
持
在
料
の
債
俯
さ
彼
の
屈
主
の
利
潤
の
償
伯
さ
を
附
加
へ
る
」
r

も
の
で
あ
る
。

倍
値
＇ぜ
生
{
匹
す
る
計
り
で
な
＼

利
潤
を
も
表
本
家
に
取
得
せ
し
め
る
も
の
を
生
森
的
努
働
芥
で
あ
る
さ
い
つ
て
ゐ
る
の

「
一
切
の
姿
本
は
生
廂
的
努
例
者
の
み
の
維
持
に
あ
て
ら
れ
る
」
さ
の
べ
て
ゐ
る
が
、
逆

に
翌
本
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
一
切
の
努
働
は
生
在
的
努
働
で
あ
る
さ
い
つ
て
も
よ
い
で
あ
ら
う
。

即
ち
資
本
に
よ
っ
て
屈
傭
さ
れ
、

さ
は

「
彼
の
働

mか
け
る
原
料
の
倍
値
に
、

彼
自
身
の

G

註
五
）

そ
れ
で
は
こ
の
生
南
的
努
働
者
と
は
何
で
あ
る
か
？
こ
の
生
産
的
努
働

そ
こ
で
第
二
の
見
解
を
見
る
こ
ご
に
す
ろ
。
即
ち
か
う
で
あ
る
。
生
廂
的
努
働
者

本
に
轄
化
せ
し
め
ら
れ
る
さ
い
ふ
の
で
あ
る
。

平） Smith,ibid., Vol. I, pp. 313-31". 
33) Smith, ibid., Vol. I. p. 313. 
34) Smith, ibid., Vol. I, p. 3如．
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さ
し
て
、

本
が
あ
る
さ
の
ぺ
て
ゐ
る
。

般
こ
そ
、

「
生
宛
的
榮
慟
を
維
持
す
る
安
本
」
で
あ
る
。

産
的
と
考
へ
ら
れ
た
様
な
農
業
姿
本
で
も
な
い
。

二
は
工
業
咲
本
ご
し
て
、
ミ
、
四
は
商
業
咲
本

ス
ミ
ス
は
生
産
的
榮
慟
を
維
持
す
る
と
い
ふ
安
本
に
四
種
の
表

叉
、
軍
農
主
義
的
見
解
に
お
い
て
、
唯
一
っ
生

35) Smith, ibid., Vol. I, p. 50. 
36) Smith, ibid., Vol. I, pp. 340-312. 

"
`
 .
.
.
.
 "、

.

.

.
 ＂、

o
.

＂‘

安
本
が
安
本
家
的
に
経
螢
さ
れ
う
る
一
切
の

の
社
會
闘
係
が
、

「
生
産
的
努
勘
者
．
笠
維
持
す
る
所
の
宅
本
」
の
社
會
雌
係
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
し
で
は
、
特
定
の
生
森

る
な
り
、

二
―
1

1

5
 

或
は
彼
等
の
努
拗
が
原
料
の
債
値
に
附
加
し
た
も
の
に
よ
る
な
り
し
て
利
潤
を
得
ん
と
す
る
で
あ
ら
う
」
さ
。

安
本
家
よ
り
生
計
の
表
を
得
る
代
り
に
そ
の
努
働
を
提
供
し
、

を
得
し
め
る
勤
勉
な
る
人
々
。

働
を
買
取
り
、

そ
し
て
、
原
料
そ
の
他
の
生
{
眸
手
段
セ
所
打
し
、
・
生
計
の
表
を
努
働
者
に
供
し
て
そ
の
努

r
沌
六
）

彼
涛
の
努
働
が
原
料
に
附
加
す
ろ
債
伯
の
中
よ
り
利
潤
セ
取
得
す
る
翌
本
家
。
こ
の
二
種
の
経
溝
人
の
間

部
面
に
投
下
さ
れ
て
ゐ
る
特
定
の
安
本
が
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
な
く
、

‘
`
＂
、
畜
ヽ
＂

生
産
部
門
に
亘
る
さ
い
ふ
意
味
に
お
い
て
の
、

在
梁
姿
本
が
問
題
ご

nれ
て
ゐ
る
の
で
あ
ろ
。
従
っ
て
、
こ
4

で
の
表
本

は
、
重
商
主
義
的
見
解
に
支
配
的
で
あ
っ
た
稼
な
商
業
姿
本
で
は
な
い
。

さ
い
つ
て
も
、
軍
農
・
主
茂
者
が
不
生
在
的
さ
し
て
遺
棄
し
て
き
た
工
業

妾
本
を
排
斥
す
る
も
の
で
も
な
い
。
農
業
衰
本
も
、
廂
棠
姿
本
も
、

工
業
表
本
も
、
合
せ
て
生
査
的
さ
す
ろ
所
の
寺
本
一

―
つ
は
、
原
生
産
物
の
狸
得
に
、
二
は
、
そ
の
製
造
加
工
に
、
三
は
卸
賓
商
業
に
、
四
は
小

5
 

賣
商
業
に
投
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
―
つ
は
殷
業
安
本
ご
し
て
、

か
く
し
て
農
工
商
令
せ
て
生
在
的
'
J
J

彼
は
見
て
ゐ
る
。
勿
論
、

本
ご
並
列
せ
し
め
る
の
は
JE
裳
で
は
な
い
。

こ
の
場
合
商
業
表
本
を
農
業
表
本
及
び
工
業
資

社
し
商
業
咲
本
は
流
通
過
程
に
於
い
て
の
み
機
能
す
る
副
次
的
な
安
本
で
あ

債
値
を
原
料
に
附
加
す
る
こ
さ
に
よ
っ
て
表
本
家
に
利
潤

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
利
子
論
利
附
貸
付
安
本
論
の
某
本
的
特
質

第

七

巻

四―

-
0

第

二

鰊
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第

七

巻

四

第

二

撃

森
業
資
本
の
流
通
過
程
で
機
能
す
る
副
次
的
一
杏
本
ご
し
て
分
析
さ
れ
う
る
で

あ
ら
う
。
か
く
て
ス
ミ
ス
が
軍
商
主
義
的
見
解
よ

b
も、

理
論
闘
系
を
打
立
て
得
た
さ
い
ふ
こ
さ
は
容
易
に
理
解
し
う
る
専
で
あ
る
。

斉
本
概
念
を
確
め
る
に
必
要
な
限
リ
の
考
察
を
な
し
た
。
何
次
の
諸
署
参
看

3

C
a
n
n
a
n
,
 ibid.
p`
p
.
 2
2
1
,
2
4
,
 
Lewinski, ibid., 
p
p
.
 8
5ー

3
7
.

G
i
d
e
 
a
n
d
 
Rist, 
ibid., 

ョ
lJ
徹
底
的
な

（
註
五
）
ス
ミ
ス
の
生
産
的
苓
働
に
つ
い
て
は
、
よ
り
立
入
っ
た
激
布
な
研
究
を
な
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ

4

で
は
そ
れ
を
さ
け
て
、
唯

p
p
.
 
6
:|

6
3
,
 

何
こ
の
努
働
が
い
か
に
ス
ミ
ス
の
怜
系
に
お
い
て
重
要
な
位
訟
を
占
め
て
ゐ
る
か
に
つ
い
て
、
コ
ッ
サ
は
次
の
如
く
の
ぺ
る
。
「
ス

ミ
ス
の
憫
系
は
努
働
と
陀
菜
の
概
念
か
ら
出
疲
す
る
か
ら
、
貨
幣
よ
り
出
寂
す
る
る
諏
間
、
主
義
や
、
晩
土
地
の
生
充
性
の
み
の
上

奮

．

、

、

に
立
つ
重
船
主
義
に
封
立
し
て
、
陀
業
の
骰
系

(Jndustrie
S
y
s
t
e
m
)
と
呼
ば
れ
た
」
と
。

盆
此
六
）
ス
ミ
ス
の
利
潤
論
の
紹
繹
に
つ
い
て
晃
説
が
多
い
。
私
は
こ

4

で
は
、
利
潤
を
努
働
者
の
附
加
し
た
債
値
の
一
控
除
と
倍
し
て

お
い
た
。
こ
の
勘
、
次
の
諸
著
参
照
0

.

Pierstorff, 
D
i
e
 L
e
h
r
e
 v
o
n
 U
n
t
e
m
e
h
m
e
r
g
e
w
i
t
m
.
 1
8
7
5
,
 
S. 2
|
1
2
,
 

，ア

ダ

ム

・

ス

ミ

入

利

子

論

利

附

貸

付

資

本

論

の

某

本

的

特

質

二

i-――

の
上
に
立
つ
て
、
彼
の
利
附
貨
付
安
本
の
理
論
や
、

利
子
の
理
諭
を
展
開
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
は
か
4

る
稔
り
豊
か
な
安
本
の
理
論

軍
燐
主
義
的
見
解
よ
り
も
、

よ
り
包
括
的
な
、

咲
本
の

こ
形
式
さ
し
て
、
商
業
守
本
は
、

て
ゐ
る
賽
は
確
か
で
あ
る
。

而
し
て
こ
の
綜
合
的
な
咲
本
概
念
の
上
に
立
つ
て
の
み
、

農
業
安
本
及
び
主
粟
安
本
は
廂
業

は
な
し
に
、

畜

J

れ
ら
咲
本
を
自
己
の
特
殊
ご
し
て
限
定
す
る
一
般
ご
し
て
の
衰
本
、
即
ち
咋
業
安
本
の
概
念
に
迄
想
到
し

る
の
だ
か
ら
。
然
し
そ
れ
に
も
拘
は
ら
す
ス
ミ
ス
が
特
定
の
生
赤
部
門
や
、

特
定
の
領
城
に
の
み
機
能
す
る
特
殊
姿
本
で

37) Cossa, Einleitung in das Studium der Wirtschaftslehre, le8り， s.164. 
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そ
れ
は
取
得
し
た
利
潤
の
中
よ
り
支
彿
は
れ
る
。
従
っ
て
利
子
は

而
し
て
利
子
は
、
借
・
王
た
る
森
業
翌
本
家
が
廂
業
利
潤
を
取
得
し

な
く
所
業
姿
本
家
で
あ
る
。
そ
し
で
彼
が
取
得
す
る
利
潤
は
、

勿
論
軍
商
主
義
的
な
賓
渡
利
潤
さ
も
、
軍
農
ヽ
モ
義
的
な
純

ご
3

L

ヽ
で
い
ふ
芥
本
の
運
螢
者
は
い
ふ
迄
も

J

の
利
潤
VJ
中
一
部
は
危
馘
セ
胃
し
て
、

一
部
は
借
七
に
封
し
て

る
所
の
所
得
ば
、

そ
れ
は
借

牧
め
る
所
の
所
得
は
利
潤
さ
稲
せ
ら
れ
る
。

Platter, 

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
利
子
吟
利
附
貸
付
安
本
論
の
某
本
的
特
質

D
e
r
 K
a
p
i
t
a
l
g
e
w
i
n
n
 b
e
i
 
A
dm
i
 S
m
i
t
h
,
 C
o
n
r
a
d
 J
a
h
r
b
i
i
c
h
e
r
 fiir 

N
a
t
i
o
n
a
l
i
i
k
o
i
:
:
o
m
i
e
g
d
 

Statistik, 
B
d
.
 2
5
.
 
S. 
3
1
3
1
3
2
2
,
 B<"ihm, _ibid.疇

s,
6
1
1
3
5
.
 

意
味
が
、
森
業
翌
本
こ
し
て
投
下
さ
れ
る
ご
い
ふ
事
で
あ
る
こ
さ
を
知
っ
た
。

る
利
附
貸
附
咲
本
は
｀

四一三

こ
の
借
主
に
よ
っ
て
充
用
さ
れ
る
産
業
姿
本
ご
い
か
な
る
闊
係
に
立
つ
か
？

こ
の
困
者
の
賜
係

貸
主
の
牧
受
す
る
利
千
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
利
子
は
ス
ミ
ズ
に

こ
れ
を
み
づ
か
ら
投
下
せ
す
し
て
他
人
に
貸
附
け
る
も
の
が
こ
れ
よ
り
牧
め

貨
幣
の
利
子
は
又
は
利
息

(
t
h
e
interest 
o
r
 t
h
e
 
u
s
e
 
o
f
 m
o
n
e
y
)
 
"tJ
稲
せ
ら
れ
る
。

ヽ

o

o

．．
 
畜

•
•
0

、
.

主
が
貸
主
に
、
借
主
が
貨
幣
を
用
ゐ
て

111け
る
機
曾
を
も
つ
利
澗
に
釘
し
て
支
彿
ふ
報
償

(
c
o
m
p
e
n
s
a
t
i
o
n
)

で
あ
る
。

且
つ
こ
れ
が
投
下
り
パ
ル
を
と
る
借
主
に
賞
然
師
属
し
、

Q
 

＆
 

こ
り
利
測
笠
儲
け
る
機
曾
，
ゼ
典
へ
る
貸
，
王
に
峠
局
す
る
」

生
荘
物
さ
も
祗
別
さ
れ
た
産
業
在
本
の
利
潤
で
あ
る
。

•• 

う
る
事
に
封
す
る
報
償
で
あ
る
さ
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

（
傍
勘
箪
者
）

よ
っ
て
い
か
に
誅
明
せ
ら
れ
る
か
？
彼
は
次
の
如
く
語
っ
て
ゐ
る
。

「
表
本
を
運
螢
又
は
投
下
す
る
者
の
こ
れ
に
よ
り

を
媒
介
す
る
も
の
は
、

い
ふ
迄
も
な
く
借
主
の
提
供
し
、

そ
れ
で
は
、
貸
主
に
幽
す
る
一
芥
本
で
あ

以
上
に
お
い
て
、
借
主
に
よ
っ
て
「
表
本
ご
し
て
投
下
さ
れ
、

生
産
的
榮
働
者
の
維
持
に
用
ひ
れ
れ
る
」
と
い
ふ
事
の

第

七

巻

第

二

賊

-

i

二
叫

38) Smith, ibid., Vol. I, p. 54. 
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第

七

巻

• 四

第

二

撃

二
―
五

そ
し
て
利
潤
を
も
つ
て
本
源
的
な
所
得

(orir;im'1
r
e
v
e
m
:
e
)
.
,
_
,
考
へ
る
ス
ミ
ス
に
さ
つ
て

は
一
貨
幣
の
利
子
ぱ
常
に
一
つ
の
派
牛
的
所
得
（
な
r
i
v
a
t
i
v
e
r
e
v
e
n
u
e
)

で
あ
る
」
従
っ
て
こ
の
派
生
的
所
得
ャ
自
円
の

所
得
形
式
ご
す
る
利
附
貸
附
脊
本
も
、
利
潤
な
ろ
本
源
的
所
得
を
取
得
す
る
森
業
客
＿
本
か
ら
し
て
み
れ
ば
、
一
つ
の
派
生
的

安
本
さ
い
ひ
う
る
で
あ
ら
う
。
門
ち
利
附
貸
付
客
本
は
在
哭
杏
本
に
韓
化
す
る
こ
さ
に
よ
っ
て
の
み
、

の
中
か
ら
利
子
を
取
得
す
る
事
に
よ
っ
て
の
み
、
自
ら
脊
．
木
た
り
う
ろ
寄
生
的
一
ぞ
本
で
あ
る
。

即
ち
我
々
は
、
こ
し
に
ス
ミ
ス
利
子
論
、
利
附
貸

．
G

註
七
い
）

付
表
本
論
の
頂
商
主
義
的
見
解
>
こ
も
軍
農
ヽ
主
義
的
見
解
さ
も
鹿
別
さ
れ
る
某
本
的
特
質
を
見
出
し
う
る
の
で
あ
る
。

（
註
七
）
や
主
は
資
本
の
窟
な
る
所
有
名
い
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
鉛
王
は
各
（
本
の
箪
な
る
使
用
者
で
あ
る
。
（
何
こ
の
砒
後
述
）
ス
ミ

ス
は
、
こ
の
所
有
と
使
用
と
の
購
係
に
府
H
し
て
、
利
附
貸
付
衣
本
を
他
の
諸
安
本
と
廠
別
し
て
ゐ
る

3

即
ち
い
ふ
。
「
こ
の
貸

付
咲
本

(
m
o
n
e
i
e
d
interest)

は
農
業
呑
本

(
l
s
d
e
d
interest)

と
異
る
の
み
な
ら
ず
、
商
工
業
衣
本

(
t
r
a
d
i
n
g
a
n
d
 

）
異
る
。
荼
し
、
こ
れ
等
後
者
に
あ

っ
て
は
、
衣
本
の
所
有
者
自
ら
が
自
己
の
衣
本
1

ゲ
使
JIJ
す

m
a
n
u
f
a
c
t
u
r
m
g
 m
t
e
r
e
s
t

と
も

’̀ 2
 

4
 

る
か
ら
で
あ
る
」
と
。

貸
主
に
闊
す
る
一
窃
本
た
ろ
利
附
貸
付
寄
．
本
は
借
主
に
よ
っ
て
寄
、
本
さ
し
て
借
り
う
け
ら
れ
、

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
利
子
論
利
附
貸
付
資
本
論
の
基
本
的
特
賀

産
業
安
本
の
理
論
の
上
に
打
立
て
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

生
産
的
勢
働
者
の
維
持

39) Smith, ibid., Vol. II, p. 331. 
40) Smith, ibid., Vol. I, p. ・54. 

. 41) Smith, ibid., Vol. I, p. 54 
42) Smith, ibid., Vol. I, p. 333. 

び
利
子
を
右
の
如
く
解
す
る
も
の
さ
理
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

か
く
し
て
、
利
子
の
理
論
も
利
附
脊
．
本
の
珂
論
も
、
共
に

ス
・
ミ
ス
は
利
附
翌
本
及

そ
し
て
床
業
利
潤

｀
 

”
 

利
澗
の
一
分
割
分
で
あ
る
。
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ビ
の
閥
聯
に
お
い
て
も
、
亦
考
察
す
ぺ
き
で
あ
る
。

利
附
貸
付
安
本
セ
か
4

る
社
・
合
的
安
本

ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
利
子
論
利
附
貸
付
交
本
論
の
基
本
的
特
質

循
環
の
縦
の
親
野
で
あ
る
。

産
業
女
本
•
こ
の
述
緊
が
、

し
う
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
ぺ
て
き
た
所
は
す
べ
て
か
4

る
見
池
か
ら
試
み
ら
れ
た
規
定
で
あ
っ

貸
付
け
ら
れ
、
投
せ
ら
れ
、
利
潤
ぜ
あ
げ
、
利
子
を
支
彿
ふ
こ
い
っ
た
、
個
別
的
姿
本

そ
こ
で
は
利
附
貨
付
税
本
は
産
業
登
本
ビ
時
間
的
織
起
脳
係
に
お
い
て
相
接
す
る
に
す
ぎ
な

い
か
な
る
全
儒
的
脳
聯
3
中
で
成
立
し
て
ゐ
る
か
、
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。

循
浪
を
可
能
な
ら
し
め
る
祉
曾
的
毀
本
ど
も
、
我
々
の
説
野
に
取
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

然
も
こ
の
所
要
の
財
は
貸
主
ご
借
主
さ
の
闘
係
0
外
部
に
お
い
て
購
買
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
借
主
に
よ
っ
て
所
要
の
財
の
賄
買
に
投
ぜ
ら
れ
る

．
 

即
ち
社
會
的
流
通
過
程
の

内
に
お
い
て
、
賄
賀
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ヌ
借
主
は
返
洛
に
先
立
つ
て
彼
の
所
産
を
販
致
し
て
安
本
，
を
阿
牧
し
な
け
れ
ば
な

こ
れ
も
同
様
社
曾
的
流
辿
過
程
に
お
い
て
遂
行
さ
れ
る
。
然
も
こ
の
安
本
投
下
さ
表
本
同
牧
＜
」
の
二
流
通
過

こ
の
個
別
的
生
産
過
程
も
亦
、
社
合
的
生
産
過
程
中
の
一
過
程
＞
こ
し
て

の
み
存
立

か
く
し
て
貸
付
食
本
ー
ー
＇
産
業
姿
本
の
糧
起
的
循
環
似
係
は
、

過
程
の
内
に
あ
っ
て

の
み
可
能
た
る
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
我
々
は
、

程
の
間
に
は
生
産
過
程
が
介
在
す
る
。

ら
な
い
が
、

貸
付
け
ら
れ
た
貨
幣
は
勿
論
退
載
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

い
~
そ
れ
故
に
か
4

る
見
地
は
尚
一
面
的
な
る
を
免
れ
な
い
。
栽
々
は
更
に
、

か
4

る
社
・行
的
咲
本
の
生
産
、
流
迎

ビ
い
ふ
の
は

か
う
で
あ
る

J

即
ち
個
別
査
本
の

か
4

る
個
別
的
利
附
貨
付
資
本
ご
個
別
的

た
。
従
つ
て
そ
こ
で
の
説
野
は

聯
か
ら
一
つ
の
規
定
が
典
へ
ら
れ
う
る
。

に
用
ひ
ら
れ
る
。
従
っ
て
｀

利
附
貸
付
姿
本
は
｀

こ
れ
が
借
主
に
よ
っ
て
轄
化
せ
し
め
ら
れ
る
所
の
森
業
資
本
と
の
闘

第

七

巻

四

二

四

第

二

琥

―
二
六
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• 

第

七

巻

四

二
五

第

二

鰊

二
―
七

そ
の
所
持
者
た
る
貸
、
王
が
年
生
産
物
に
封
し
て
梱
利
を
得
、
そ
の
使
用
者
た
る
借
｀
王
が
年
生
産
物
セ
利
用
す
る
こ
さ
が
出

幣
自
開
が
か
4

る
椛
利
の
所
持
者
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

即
ち
貨
幣
が
年
生
在
物
に
釘
す
る
椛
利
の
賞
罷
で
あ
れ
ば
こ
そ

さ
こ
ろ
で
、
貸
付
取
引
に
よ
っ
て
、

本
の
流
通
過
程
セ
介
し
て
、

起
し
て
ゐ
る
か
ら
先
づ
そ
れ
か
ら
見
て
ゆ
く
こ
一
こ
さ
す
る
。
即
ち
彼
は
次
の
如
く
に
考
へ
を
進
め
て
ゐ
る
。

主
が
借
り
う
け
た
貨
幣
を
安
本
こ
し
て
投
下
せ
ん
さ
す
る
場
合
に
は
、

~
竃
畜

0

然
る
に
此
等
所
要
の
財
は
年
生
在
物
の
中
か
ら
購
買
さ
れ
る
。
従
っ
て
「
こ
の
貸
付
金

そ
の
國
の
土
地
及
び
努
働
の
年
々
の
生
陀
物
の
一
定
部
分
に
封
す
る
彼
の
椛
利
を
借
主
に

譲
渡
し
、
借
・
王
を
し
て
陪
意
に
行
使
せ
し
め
る
わ
け
で
あ
る
」
さ
。

も
の
で
あ
る
、

利
附
貸
付
取
引
が
い
か
に
し
て
遂
行
さ
れ
て
ゐ
る
か
考
究
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
紐

さ
考
へ
る
の
で
あ
る
。

か
く
年
生
森
物
に
到
す
る
柚
利
が
移
輯
せ
し
め
ら
れ
る
の
は
、
い
ふ
迄
も
た
く
、
貨

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
利
子
論
利
附
貨
付
資
本
論
の
某
本
的
特
質

貨
幣
の
貸
借
で
は
あ
る
け
れ
ざ
、
然
し
そ
の
館
賓
は
、

ヽ
’ヽ

ヽ

｀

、

、

、

、

、

J

れ
に
よ
っ
て
年
生
南
物
に
釘
す
る
椛
利
が
移
轄
せ
し
め
ら
れ
る

ス
ミ
ス
は
、

か
や
う
に
し
て
、
貸
付
取
引
は
一
應
は

I) Smith, ibid, Vol. I, p. 33~. 

に
よ
っ
て
貸
主
は

、
ま

y

9

i

i

 

活
姿
料
を
購
賀
す
る
で
あ
ら
う
。

こ
の
貨
幣
を
も
つ
て
必
要
な
工
具
、
原
料
及
び
生

凡
て
の
利
附
貸
付
取
引
は
、
貨
幣
で
行
は
れ
る
が
、

借
主
が
箕
賓
欲
す
る
も
の
は
貨
幣
で
な
く
て
財
で
あ
る
。
若
し
借

い
て
ス
ミ
ス
の
所
説
を
う
か
が
ふ
べ
き
で
あ
る
が
、

彼
も
亦
、
借
主
が
所
要
の
財
を
睛
買
す
る
過
程
の
考
察
か
ら
、
論
を

し
て
利
附
貸
付
取
引
セ
考
察
し
て
ゐ
る
。

即
ち
彼
は
彼
の
所
訊
年
生
廂
物
の
流
通
過
程
に
目
を
う
つ
し
、

而
し
て
今
我
々
が
問
類
”
こ
し
て
ゐ
る
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
も
亦

か
し
る
一
國
宅

か
4

る
祉
曾
的
説
黙
に
身
セ
う
つ
し
、
こ
の
親
角
か
ら
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さ
い
ふ
よ
り
は
、

は
考
へ
て
わ
る
の
で
あ
る
。

「
一
平
ニ
ー
の
金
貨
は
、
恰
も
附
近
の
す
ぺ
て
の
商
人
宛
振
出
さ
れ
た
る
、

。
ヽ

2

―
つ
の
手
形
・
と
見
な
さ
れ
う
る
で
あ
ら
う
」

そ
れ
は
い
ふ
迄
も
な
く
貨
幣
の
交
換
媒
介
機
能
に
済
目

し
た
指
醐
證
券
的
な
見
解
で
あ
る
。
叉
ス
ミ
ス
は
、
貨
幣
を
財
貨
の
「
譲
渡
醗
書
（
岱
e
d
s
o
f
 a
E
s
i
g
r
;
m
e
n
t
)
」
さ
も
稲
し

C

註

一）

か
く
い
ふ
の
で
あ
る
。
従

さ
。
（
傍
勘
筆
者
）

貨
幣
か
財
貨
の
箪
な
る
譲
渡
手
段
で
あ
る

R

こ
い
ふ
意
味
で
、

つ
て
、
財
の
譲
渡
證
苔
さ
し
て
の
貨
幣
が
貸
付
け
ら
れ
、
借
り
う
け
ら
れ
る
専
が
、

す
る
柚
利
の
譲
渡

n

こ
な
る
こ
ご
は
、
ま
こ

Jゞ

に
賞
然
の
ポ
さ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

・、

・
「
然
し
こ
の
貸
付
安
本

(
m
o
n
e
i
e
d

i
n
t
e
r
e
s
t
)

に
お
い
て
す
ら
も
、

貨
幣
は
い
は
ば
所
打
者
が
自
身
で
使
用
す
る
氣
の

一
方
よ
り
他
方
に
移
轄
せ
し
め
る
譲
渡
證
饗
に
す
ぎ
な
い
」
ご
。
（
傍
黙
筆
者
）
（
こ
し
で
い
ふ
安
本
が
、

盆
註

二
）

財
と
し
て
の
安
本
で
あ
る
慕
は
前
後
よ

b
察
し
て
明
白
で
あ
る
）

貨
幣
は
貸
付
取
引
に
お
い
て
も
財
の
箪
な
る
誤
渡
手
段
に
し
か
す
ぎ
な
い
。

貨
幣
の
賭
貨
し
う
る
姿
本
財
で
あ
る
。

さ
り
も
な
ほ
さ
す
、

ス
ミ
ス
も
亦
次
の
如
く
の
べ
て
ゐ
る
。

め
ら
れ
る
も
の
は
貨
幣
で
は
な
く
て
、

の
意
義
は
、
貨
幣
の
貸
借
で
は
な
く
て
、
貨
幣
に
よ
っ
て
購
買
さ
れ
る
年
生
庁
物
の
貸
借
で
あ
る
こ
い
ふ
風
に
、

ス
ミ
ス

か
く
し
て
ス
ミ
ス
は
、
こ
れ
—
r
り
貸
付
取
引
は
、
貨
幣
り
所
有
者
さ
使
用
者
さ
の
貸
借
闊
係

寧
る
表
本
財
の
所
有
者
さ
使
用
者
さ
の
貸
借
閥
係
で
あ
る
さ
い
ふ
夙
に
論
を
進
め
て
行
く
の
で
あ
る
。

て
居
る
が
、
こ
の
場
合
も
同
様
、

か
4
る
椛
利
の
嘗
閥
さ
し
て
の
貨
幣
の
意
義
を
、

否
、
更
に
進
ん
で
、

貸
付
取
引
の
買
寅

貸
付
取
引
に
よ
っ
て
究
極
的
に
移
轄
せ
し

な
い
表
本
↓
て
、

年
生
克
物
に
封

一
定
童
の
必
要
品
並
び
に
便
利
品
に
釘
す
る

来
る
の
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
は
別
の
個
所
で
次
の
如
く
表
現
し
て
ゐ
る
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
利
子
論
利
附
貸
付
査
本
論
の
某
本
的
特
質

第

七

巻

四

二

六

第

二

就

1

1

―
八

2) Smith, ibid., Vol, I, p. 274. 
3) Smith, ibid., Vol, I, pp. 334. 336. 
4) Smith, ibid., Vol, I, pp. 333-334. 
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ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
利
子
論
利
附
貸
付
資
本
論
の
基
本
的
特
質

第

七

巻

四

二
七
，’

，
 

第

二

攣

a此

E)
ス
ミ
ス
と
て
も
貨
幣
の
交
換
手
段
横
能
の
み
を
見
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
然
し
財
の
流
通
が
問
題
と
さ
れ
る
限
IJ
、
交
換
媒
介
概
能
の
み
が
前
而
に
も
ち
出
さ
れ
て
居
る
°
而
し
て
か
A

る
貨
桝
観
が

ス
ミ
ス
に
よ
っ
て
貨
幣
の
み
を
唯
一
の
宵
と
し
た
重
令
思
想
駁
平
の
代
の
い
か
に
付
力
な
武
器
と
し
て
川
び
ら
れ
た
か
は
想
像
に

難
（
な
い
で
あ
ら
う
。

、
‘
`
.

（
註
二
）

こ
4

で
ス
ミ

ス
は
、
住
附
取
引
の
伯
接
の
到
象
と
な
る
貨
幣
賓
本
と
、
そ
れ
に
よ

っ
て
間
接
的
に
賜
買
移
韓
せ
し
め
ら
れ
る
財

ヽ
0

、
、
、
.

と
し
て

の
衣
本
と
吝
槌
吼
的
に
取
扱
っ
て
ゐ
る
。
従

っ
て
面
者

の
座
別
及
び
相
闘
は
何
等
明
に
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
尤
も
キ
ャ
ナ
ン

は
、
・
ス
ミ
ス
は
「
貨
幣
額
」
と
し
て
の
資
本
と
「
財
貨
」
と
し
て
の
究
本
の

二
概
念
の
間
を
動
揺
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
風
に
批
評
し

て
ゐ
る
が
、
寧
ろ
右
の
如
く
、
二
者
の
崖
別
、
相
購
の
珂
俯
に
暗
か
っ
た
と
評
す
る
方
が
適
常
で
あ
ら
う
。

例
（
ば
、
慣
値
尺
度
被
能

の
如
き
も
明
に
認
め
て
ゐ

4
る
見
解
が
｀

い
か
に
重
槌
的
見
解
ビ
闘
は
り
令
ふ
も
の
か
さ
い
ふ
勁
に
つ
い
て
は
今
は
の
ぺ
な
い
で
お
く
。

二
―
九

の
貸
借
閥
係
・
こ
い
ふ
風
に
、
財
に
脳
す
る
貸
付
取
引
ご
し
て
考
へ
た
事
は
、

す
る
所
以
で
あ
る
さ
芳
へ
ら
れ
る
。

い
ひ
う
ぺ
く
ん
ば
｀
瑯
ろ
ス
ミ
ス

の
功
絃
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
尚
、

ス
ミ
ス
の
か

却

つ
て
貸
付
取
引
の
物
財
的
某
礎
を
明
確
に

へ
の
反
省
を
餘
り
に
も
怠
つ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

従
つ
て
ス
ミ
ス
が
貸
付
取
引
を
、
年
生
宛
物
の
所
有
者
さ
使
用
者
ビ

ー
特
側
に
頂
金
的
な
ー
ー
利
附
貸
付
衣
本
を
専
ら
貨
幣
の
側
而
に
お
い
て

の
み
考
察
し、

そ
の
現
物
的
基
礎
で
あ
る
財

ひ
得
な
い
。
さ
は
い
ふ
も
の
の
、

い
か
に
ス
ミ
ス
が
、
貸
付
取
引
の
釘
象
を
現
物
的
に
考
へ
て
ゐ
る
か
は
、

貨
幣
に
闘
す
る
貸
借
賜
係
で
あ
る
貸
付
取
引
を
、

全
く
意
義
な
し
さ
葬
り
さ
る
項
も
亦
で
き
な
い
。
な
ぜ
か
さ
い
へ
ば
、
従
来
の
所
説
が

財
に
闊
す
る
貸
借
閥
係
に
解
消
せ
し
め
る
熊
鹿
は
、

正
し
い
・
こ
は
い

後
に
更
に
明
ら
か
に
な
る
事
で
あ
る
が
、

ヵヽ<、

5). Smith, ibid., Vol. 1, p. 34. Lectures on Justice, Police, Revenue and 
Arms, ed. by Cannan, 1£%, pp, 182-184. 

6) Cf. Price, A Short History of Political Economy in England, p. 27. Gide 
and Rist, ibid., pp. 83-84, Lewinski, ibid., pp. 17. 42. 

7) Cannan, ibid, pp. 59-60. 
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或
は
こ
の
表
本
の
所
打
芥
に
彼
の
表
本
の
利
洞
こ
し
て

然
二
つ
の
部
分
に
分
た
れ
る
。

す
る
こ
さ
は
、
さ
り
も
な
は
さ
で
'

す
る
ス
ミ
ス
の
所
見
セ
一
應
珂
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

か
や
う
に
し
て
ス
ミ
ス
は
利
附
貸
付
取
引
の
寅
罷
を
年
生
産
物
の
貸
・
王
よ

b
借
主
へ
の
譲
渡
ビ
解
す
る
。

々
は
、

か
し
る
年
生
査
物
に
闘
す
ろ
貸
付
取
引
が
い
か
や
う
に
行
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
か
省
ろ
べ
き
で
あ
る
が
｀

の
際
、
我
々
は
直
ち
に
次
の
如
き
疑
叫
に
逹
着
す
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
こ
の
譲
渡
さ
る
べ
き
年
生
廂
物
は
、
消
特
信
用
を

勿
論
衣
本
財
で
あ
る
が
（
ス
ミ
ス
の
先
3
引
用
文
の
趣
旨
も
さ
う
で
あ
っ
た
）
、
そ
れ
で
は
此
等
年

生
在
物
は
い
か
に
し
て
表
本
財
ご
し
て
年
生
在
物
中
に
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
か
。

抒
さ
れ
う
る
部
分
＇
こ
を
確
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

然
も
こ
い
年
生
七
匠
物
に
つ
い
て
、
表
本
た
り
う
る
部
分
と
泊

然
る
に
こ
の
年
生
ギ
肛
物
は
一
國
表
本
の
所
在
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
か
く

i

閻
咲
本
の
再
生
芯
庄
の
不
可
鋏
の
一
過
程
こ
し
て
の
祉
會
的
流
涌
過
程
を
考
察
す
る

こ
と
ビ
な
る
で
あ
ら
う
。
さ
て
ス
ミ
ス
は
次
の
如
く
に
考
へ
る
。

「
各
園
の
土
地
さ
努
働
ュ
こ
の
年
生
士
几
物
は
、
…
．．．． 
：
自

そ
の
"
―
つ
の
、
展
々
そ
の
最
も
大
な
る
部
分
は
、
先
づ
第
一
に
表
本
を
代
骰
す
る
岱
に

即
ち
税
本
か
ら
虹
に
取
去
ら
れ
た
食
料
品
、
原
料
及
び
完
成
品
セ
更
新
す
る
四
に
あ
て
ら
れ
る
。

或
は
他
の
人
に
彼
の
土
地
の
地
代
と
し
て
、
所
得
を
供
す
る
に

あ
て
ら
れ
る
」
第
一
の
部
分
は
表
本
を
代
樹
す
る
部
分
<
J

し
て

笙
一
の
部
分
は
、
「
直
接
的
消
代
に
あ
て
ら
れ
う
る
」
部
分
で
あ
っ
て
、
利
潤
、
地
代
さ
し
て
所
得
を
構
成
し
、
「
生
在
的
榮

働
で
も
．
不
生
在
的
努
働
で
も
差
別
な
く
扶
持
し
て
う
る
」
の
で
あ
る
さ
。
而
し
て
も
し
充
川
さ
れ
る
生
赤
的
榮
働
粁
が

さ
は
ぬ
さ
す
れ
ば
、

ア
ダ
，ム
・
ス
ミ
ス
利
子
論
利
附
貸
付
査
本
論
の
某
本
的
特
質

「
唯
生
庁
的
努
働
芥
の
み
の
扶
持
に
直
接
用
ゐ
ら
れ
る
」

そ
の
中
他
の
部
分
は

そ
こ
で
我
々
は
年
生
在
物
の
構
成
に
闘

第

七

巻

四

二
八

そ
こ
で
、
我

第

二

撃

然
し
そ

―――
1
0
 

8) Smith, ibid, Vol. I, p. 315. 
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ら
.‘
 

ヵ

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
利
子
論
利
附
査
付
資
本
論
の
某
．本

的
特
質

ス
ミ
ズ
の
次
の

言
葉
を
吟
味
し
て
み
よ
う
。

年
生
杏
物
の
流
通
に
欄
し
て
は
ス
ミ
ス
は
以
上
の
如
く
考
へ
る
。

第

七

巻

四

二

八

第

二

観

利
子
は
年
生
産
物

即
ち
貸
付
は
年

今
右
の
引
用
文
に
示
さ
れ
る
貸
付
取

（
所
謂
返
済
な
の
で
あ
る
が
）
借
主
に
譲
渡
す
る
さ
い

そ
こ
で
か
か
る
ス
ミ
ス

の
再
生
在
論
を
頭
に
お
苔
な

第
一
の
部
分
の
み
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
な
ら
ば
、
前
期
さ
同
規
狡
の
生
衛
が
、
も
し
そ
れ
以
上
に
術
二
部
分
が
生
術
的

努
働
者
の
充
用
に
川
ゐ
ら
れ
る
な
ら
ば
蓄
梧
が
行
は
れ
ろ
。
而
し
て
「
究
本
は
節
倹

(
p
a
r
s
i
m
o
n
y
)

に
よ
り
埒
加
さ
れ
」

ctit-―
-
）
年
生
斥
物
中
に
、
楔
板
原
料
等

の
債
値
柿
埴
部
分

の
存
在
を
認

め
る
や
否
や
に

つ
い
て
は
、

ス
ミ
ス

は
必
ず
し
も

一
H
し
て
ゐ

2
 

な
い

。
或
は
こ
れ
を
否
定
し
、
或
は
こ
れ
を
肯
定
す
る

。
こ

れ
は
ス

ミ
ス
の
再
生
沌
論
の
了
大
鋲
餡
で
あ
る

の
み
な
ら
ず
、
問
題

が
こ

の
黙
に
瀾
す

る
限
り
、
彼
の
利
附
貸
付
究
本
踵
論

の
一

制
限
と
も
な

っ
て
ゐ
る
。

論
じ
ら
れ
て
ゐ
る
。

そ
こ
で
は
、
年
生
七此
物
に
賜
す
る
芳
察
に
合
せ
て
利
附
貸
付
取
引
が

nく
、
「
か
や
う
に
し
て
利
附
に
て
貸
付
け
ら
れ
る
衣
本
は
、
年
々
の
生
査
物
中
の
或
著
大
な
る
部
分

を
貸
主
か
ら
借
主
へ
さ
譲
渡
す
る
も
の
さ
し
て
考
へ
ら
れ
る
。
1

尤
も
借
主
は
そ
の
代
り
こ
の
貸
付
の
観
絞
中
は
、
年
々

の
生
産
物
中
の
ヨ
リ
少
な
る
部
分
を

（
所
謂
利
子
な
の
で
あ
る
が
）
年
々
貸
主
に
誤
渡
し
、
こ
の
貸
付
の
終
る
に
際
し
て

は
、
最
初
借
主
に
譲
渡
さ
れ
た
さ
同
じ
だ
け
の
著
大
な
る
部
分
を

m
 

ふ
條
件
で
」
我
々
は
前
述
の
年
生
産
物
の
内
容
横
成
に
闘
す
る
ス
ミ
ス
の
見
解
ど
、

引
に
閥
す
る
見
解
と
を
照
合
す
る
こ
さ
に
よ
っ
て
次
の
如
き
結
論
に
到
逹
す
る
こ
ご
が
出
来
る
こ
思
ふ
。

生
産
物
中
(
安
＊
ビ
し
て
留
保
さ
れ
る
部
分
（
表
本
代
置
部
分
ご
蓄
稜
部
分
）
ょ
り
貸
付
け
ら
れ
る
o

る
ご
ス
ミ
ス
は
考
へ
て
ゐ
る
。

9) Smith, ibid., Vol. I, p. 56. 
10) Smith, ibid, Vol. I, p. 320. Cf. Gid and Rist, ibid, p. 7J. 
11) Smith, ibid, Vol. I, pp. 52. 54. 269. 
I.) Smith, ibid., Vol. I, pp. 270ー乙7l.
13) Smith, ibid., Vol. I, p. 3:-;4_ 
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振
さ
れ
、
個
別
的
利
附
咲
本
を
包
揖
す
る
こ
の
普
遍
的
な
利
附
貸
付
咲
本
は
、

の
個
々
の
貸
付
姿
本
は
、

こ
の
云
回
の
利
附
貨
付
安
本
の
中
に
あ
っ
て
各
々
の
循
環
を
ビ
げ
る
。
個
別
的
利
附
姿
本
が
包

さ
れ
た
祉
曾
的
利
附
貸
付
安
本
で
あ
る
。

中
、
消
費
元
本
”
こ
な
る
べ
き
も
の
の
中
、

る
。
か
く
し
て
利
附
貸
付
取
引
は
、

利
潤
部
分
よ
り
支
彿
は
れ
る
。
そ
し
て
返
洲
は
安
本
の
代
置
部
分
よ
り
支
彿
は

ス
ミ
ス
の
置
意
を
汲
む
所
以
で
あ
る
さ
考
へ
る
。

年
生
産
物
流
通
過
程
の
考
察
に
あ
は
せ
て
、
利
附
貸
付
取
引
の
性
質
を
明
に
し
て
ゐ

、。

そ
れ
が
遂
行
さ
れ
る
場
所
で
あ
ろ
祉
會
的
流
通
過
程
（
こ
れ
は
個
々
の
貸
付
取
引
成

立
の
岱
の
不
可
訣
の
基
礎
的
前
提
で
あ
る
が
）
の
而
か
ら
も
、
亦
一
っ
OJ
―規
定
を
う
け
た
わ
け
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
我
々

や
が
て
こ
の
説
黙
を
も
止
揚
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
即
ち
個
別
的
な
利
附
貸

付
表
本
を
、
社
貧
的
流
．
通
過
程
に
お
い
て
碁
礎
つ
け
る
さ
い
ふ
こ
れ
迄
の
見
堰
は
殷
棄
さ
れ
て
、
社
會
的
利
附
貸
付
咲
本
を

祉
曾
的
流
辿
過
程
に
お
い
て
考
察
す
る
さ
い
ふ
見
地
に
到
り
う
る
ご
考
へ
る
。

が
こ
れ
を
自
ら
使
用
せ
す
し
て
、
人
を
し
て
使
用
せ
し
め
る
経
消
爛
係
で
め
る
ご
す
る
な
ら
ば
、
然
も
こ
の
表
本
は
年
生
査

物
中
六
本
た
り
う
る
部
分
か
ら
貸
典
さ
れ
る
も
の
さ
す
る
な
ら
ば
、

計
し
て
「
一
國
に
お
け
る
利
附
貸
付
咲
本
の
線
＂
直
」
な
る
概
念
に
到
逹
し
う
る
に
は
、

あ
る
。
而
し
て
い
ふ
所
の
「
一
國
に
お
け
る
利
附
貸
付
咲
本
」
さ
は
、

は
か
く
見
米
る
事
そ
の
こ
だ
に
よ
っ
て

そ
れ
は
個
々
の
利
附
貸
付
翌
本
を
横
の
脳
係
に
お
い
て
包
揖
す
る
。
そ
し
て
こ

さ
て
か
や
う
に
し
て
ス
ミ
ス
は
、

れ
る
ビ
。

而
し
て
か
く
解
す
る
こ
ご
こ
そ
、

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
利
子
論
利
附
貸
付
資
本
論
の
基
本
的
特
質

正
に
祉
令
的
利
附
貸
付
姿
本
で
あ
る
。
然

い
ぶ
迄
も
な
く
、

一
固
の
規
模
に
お
い
て
血
＂
湿
化

唯
の
一
歩
を
も
要
し
な
い
か
ら
で

所
布
者
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
な
い
か
＼
る
安
本
を
線

な
ぜ
な
ら
｀
貸
付
取
引
が
咲
本
の
所
有
芥

第

七

巻

四

二

九

第

二

輩
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≫

O

 

ヵ あ
る
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
利
子
論
利
附
貸
付
査
本
論
の
某
本
的
特
質

る
。
こ
れ
は
正
に
ス
ミ
ス
年
生
産
物
流
辿
論
や
貸
付
取
引
賞
幡
論
や
、
年
生
産
物
椿
成
論
の
不
可
避
的
結
論
で
は
な
い

そ
し
て
、

り
~
第
二
に

そ
の
安
本
中
所
有
者
が
他
人
＇
ぜ
し
て
使
用
せ
し
め
る
や
う
な
安
本
部
分
に
よ

b
決
定
さ
れ
る
こ
い
ふ
の

年
生
産
物
の
箪
な
る
流
姐
手
段
た
る
貨
幣
の
祉
に
よ
っ
て
定
ま
る
の
で
は
な
い
さ
い
ふ
の
で
あ
で

利
附
貸
付
資
本
の
最
は
、

第

七

巻

四

二
九

第

二

攣

を
取
得
す
る
安
本
部
分
さ
し
て
規
定
さ
れ
る
。

産
的
安
本
（
産
業
食
本
）
中
の
一
部
に
つ
い
て
の
所
有
さ
使
用
ご
に
脳
す
る
一
派
生
的
姿
本
ご
い
ふ
事
が
出
来
よ
う
。
寅

に
ス
ミ
ス
は
利
附
貨
付
衰
本
の
問
題
に
到
し
て
か
や
う
な
一
つ

の
社
曾
的
認
野
を
切
り
開
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

「
そ
れ
故
に
、

ざ
こ
で
も
或
一
國
に
て
利
附
に
て
貸
付
け
ら
れ
う
る安
本
ー
~
並
＂
通
の言

そ
の
國
に
お
い
て
行
は
れ
る
謡
貸
付
の
用
具
と
し
て
役
立
つ
貨
幣
ー
ー
紙
幣
で
あ

そ
の
國
の
年
々
の
生
庄
物
中
｀

ら
う
ご
鍼
造
貨
俯
で
あ
ら
う
ご
ー
の
債
値
に
よ
り
左
右
さ
れ
す
し
て
、

.. 
、.

り
、
或
は
生
産
的
努
働
者
の
手
中
よ
り
出
で
来
る
や
否
や
、
箪
に
衰
本
の
代
骰
に
充
賞
さ
れ
る
の
み
で
な
く
、

有
者
が
自
ら
使
用
す
る
の
努
竺
こ
る
氣
の
な
い
表
本
の
同
復
に
充
嘗
さ
れ
る
や
う
な
部
分
の
債
値
に
よ
り
、

る
」
、
こ
。
（
傍
黙
筆
者
）

： 

第
一
に
一
國
年
生
在
物
中
安
本
さ
し
て
代
置
さ
る
ぺ
き
部
分
に
よ

左
右
さ
れ ヽ

又
そ
の
所

或
は
土
地
よ

慣
し
に
従
へ
ば
＇
~
貨
幣
の
分祉
は
、

し
て
次
の
如
く
の
ぺ
て
ゐ
る
。

ス
ミ
ス
を
ま
つ
て
初
め
て
切
開
か
れ
た
待
望
の
親
野
を
、

即
ち
ス
ミ
ス
は
か
や
う
な
一
國
利
附
代
付
安
本
の
分
煎
を
規
定

然
も

い
ひ
う
ぺ
く
ん
ば
~
こ
の
一
固
に
お
け
る
利
附
貸
付
安
本
は
、
一
國
練
生

も
こ
の
社
曾
的
利
附
咲
本
は

一
國
の
練
生
産
的
衰
本
中
、
所
有
者
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
す
し
て
、
貸
付
け
ら
れ
て
利
子

'14) Smith, ibid., Vol. I, p. 333. 
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利
附
貸
付
姿
本
の
理
論
を
在
業
咲
本
の
基
礎
の
上
に
打
立
て

彼
の
所
論
の
特
色
が
、
竹
ル
一
に
は
そ
れ
が

、
"
、
、

第
二
に
は
、
祉
會
的
再
生
産
の
見
地
か
ら
も
説
明
さ
れ

従
っ
て

ビ
こ
ろ
の
も
の
を
す
べ
て
、
彼
の
姿
本
に
加
へ
、
そ
れ
を
自
身
更
に
多
敷
の
生
産
的
榮
働
者
の
維
持
に
用
ゐ
る
か
、
乃
至
は

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 
‘
、
、
.
。
、
、
•
、
•
、
.
畜
o
.
‘
、

0
0
"

｀

そ
れ
を
利
子
即
ち
利
潤
の
分
前
を
得
ん
が
総
に
誰
か
他
の
人
に
貸
付
け
、
彼
を
し
て
さ
う
さ
せ
る
か
い
づ
れ
か
す
る
」
さ

壻
大
も
、
亦
節
倹
に
依
存
す
る
こ
さ
で
あ
ら
う
。

而
し
て
か
や
う
な
安
本
一
般
の
培
大
は
、

大
に
よ
り
、

附
貨
付
安
本
は
、

先
に
も
見
た
如
く
節
倹
に
よ
っ
て
果
さ
れ
る
。

従
つ
て
利
附
貸
付
咲
本
の

ニ
ニ
四

ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
利
子
論
利
附
貸
付
資
本
論
の
基
本
的
特
虹

か
や
う
な
見
地
か
ら
し
て
一
國
に
お
け
る
利
附
貸
付
咲
本
の
蓄
秋
を
推
論
す
る
こ
さ
は
極
め
て
容
易
で
あ
る
。
即
ち
利

蓄
栢
さ
れ
う
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
策
一
の
黙
に
つ
い
て
ス
ミ
ス
は
次
の
如
く
の
ぺ
て
ゐ
る
。

に
お
い
て
も
年
生
産
物
中
、
•
•
…
·
翌
本
の
代
置
に
充
賞
さ
れ
る
部
分
が
埒
大
す
る
に
比
例
し
て
、

の
も
、
常
然
こ
れ
ビ
共
に
増
大
す
る
。

欲
す
る
か
4

る
特
殊
的
資
本
の
増
大
は
、
賞
然
、
衰
本
の
一
般
的
培
加
に
伴
ふ
も
の
で
あ
る
。

（
傍
獣
筆
者
）

策
一
に
は
咲
本
一
般
の
増
加
に
よ
り
、
第
二
は
安
本
中
所
有
者
の
自
ら
使
用
せ
ざ
る
が
如
ぎ
部
分
の
培

そ
の
所
有
者
自
ら
こ
れ
を
投
下
す
る
の
尽
ク
を
さ
ら
す
し
て
、
所
得
を
お
さ
め
ん
こ

即
ち
換
言
す
れ
ば
、
利
附

に
て
貸
付
け
ら
る
べ
き
安
本
の
韮
は
、
安
本
そ
の
も
の
の
増
大
と
共
に
、
漸
次
に
大
さ
な
っ
て
行
く
の
で
あ
る
」
さ
。

即
ち
ス
ミ
ス
は
次
の
如
く
言
ふ
。
、
「
人
は
披
の
所
得
か
ら
節
約
す
る

一
國
利
附
表
本
の
形
成
・
蓄
秋
セ
ご
く
事
以
上
の
如
く
で
あ
る
。

痙
業
衰
本
の
理
解
の
基
礎
に
打
立
て
ら
れ
て
ゐ
る
さ
い
ふ
閉
に
、

更
に
こ
れ
を
祉
會
的
見
地
に
迄
展
開
し
た
ス
ミ
ス
は
、

所
謂
貸
付
吝
本
な
る
も

第

七

巻

四――

!O

「
い
か
な
ろ
國

第

二

賦

15) Smith, ibid., Vol. I, pp. 334ーお5.
16) Smith, ibid., Vol. I, p. 3.ZO. 
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へ
て
ゐ
る
。
そ
こ
て
こ
の
動
産
の
貨
幣
的
側
面
に
着
目
し
て
、

セ
瞥
見
し
て
見
る
な
ら
ば
、
大
の
如
く
で
あ
る
。

利
附
貸
付
資
本
の
蓄
積
に
闘
す
る
所
説
さ
し
て
、

（告
h
e
s
s
e
s
mobiliaires) 

て
ゐ
る
さ
い
ふ
貼
に
、
あ
る
事
は
い
ふ
迄
も
な
い
。

こ
の
二
黙
こ
そ
、

の
蓄
積
と
し
て
解
す
る
見
解
で
あ
る
。

17 

費
以
上
の
生
産
超
過
高
の
一
切
の
結
果
」
と
規
定
し
て
よ
い
で
あ
ら
う
、

第

七

巻

て
来
る
。
か
4

る
論
者
の
一
人
さ
し
て
先
づ
ペ
ッ
テ
イ
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

の
取
引
で
あ
る
ビ
観
ぜ
ら
れ
る
に
至
っ
て
破
砕
さ
れ
る
。
即
ち
こ
の
新
し
き
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

ア
ダ
ム
・
ス
｀
m
ス
利
子
緯
肴
附
費
付
賽
＊
論
の
基
本
的
特
質

四一
r
-

第

二

鶴

ニ
ニ
五

利
附
貸
付
資
本
の
蓄
積

・。
資
本

ロ
ッ
ク
の
貨
幣
流
通

積
ビ
考
へ
る
。
そ
し
て
利
子
率
の
低
下
は
貨
幣
蓄
積
の
結
果
で
あ
る
と
い
ふ
。
即
ち
「
利
子
の
自
然
的
低
下
は
貨
幣
増
加

．
の
結
果
で
あ
る
」
と
彼
は
の
ぺ
て
ゐ
る
。
同
様
の
見
解
は
ロ
ッ
ク
に
も
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
し
、

観
セ
利
附
貸
付
資
本
の
理
論
に
お
い
て
獲
展
せ
し
め
た
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
に
お
い
て
も
亦
同
様
で
あ
る
。

然
し
利
附
貸
付
資
本
の
蓄
積
セ
貨
幣
の
蓄
積
さ
見
る
見
解
は
、
貸
付
取
引
が
箪
な
る
貨
幣
の
取
引
で
は
な
く
て
、

彼
は
貸
付
資
本
の
蓄
積
セ
貨
幣
の
蓄

は
こ
の
中
に
加
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
然
し
自
開
多
義
的
な
こ
の
動
産
な
る
概
念
に
つ
い
て
は
、

m
 

8
 

レ
ゴ
ー
も
、
金
凰
乃
至
は
貨
幣
が
主
謄
的
で
あ
る
と
考

る
か
さ
い
ふ
事
が
疑
問
ビ
な
る
。
こ
れ
に
封
し
て
ノ
ー
ス
も
チ
ュ
J

・、

貸
付
資
本
の
蓄
積
を
貨
幣
の
蓄
積
と
す
る
論
者
が
生
じ

嘗
然
何
が
主
罷
的
で
あ

而
し
て
ノ
ー
ス
や
チ
ュ
ル
ゴ
ー
の
見
解
が
一
應

い
ふ
所
の

「
資
財
」

乃
至

先
づ
あ
げ
ら
る
ぺ
き
は
、

す
る
所
以
で
あ
る

3

い
ま
ス
ミ
ズ
の
所
説
の
登
展
的
特
質
を
ョ
リ
明
確
に
す
る
為
に
、

「
動
産
」
さ
は
「
消

こ
れ
を
資
財

(
s
t
o
c
k
)

乃
至
は
動
産

従
来
の
貸
付
資
本
形
成
・
蓄
積
論

ス
ミ
ス
の
所
説
を
従
来
の
そ
れ
ご
決
定
的
に
限
別

17) Marshall, Principles of Economics, 8 ed. 1922. p. 787. 
18) North, Discourses upon Trade, ibid., pp. 16-17. 
19) Turgot, ibid., § 49. 50. 
20) Petty, Political Arithmetick, 1690, p. 99. The Economic Writings of 

Sir Willium Petty, ed. by Hull, 1899, Vol. I, p. 304. 
21) Locke, Some Considerations, ibid., p. 6. 
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は
、
正
に
こ
の
貨
幣
を
貨
幣
資
本
と
し
て
取
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

か
く
考
へ
る
限
り
、
彼
の

彼
は
進
ん
で
農
工
商
の
資
本
の
前
貨
及
び
阿
牧
を
喩

も
の
で
あ
る
。
然
し
、
彼
が
か
く
し
て
蓄
積
さ
れ
た
貨
幣
が
、

資
本
さ
し
て
投
ぜ
ら
れ
る
五
つ

の
方
法
を
案
す
る
と
き
に

動
産
は
自
然
の
純
粋
の
賜
物
で
あ
る
年
牧
入
（
年
生
産
物
）
中
、

者
が
あ
る
。
い
ふ
迄
も
な
く
重
農
主
義
者
で
あ
る
。

そ
の
一
人
と
し
て
の
チ
ュ
ル
ゴ
ー
の
意
見
を
き
け
ば
か
う
で
あ
る
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
利
子
論
利
附
貸
付
賽
本
論
の
基
本
的
特
質

．．
 

は
、
資
本
の
蓄
積
と
し
て
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
。
例
へ
ば
、

8

．お

撃
を
加
へ
た
マ
ッ
シ
イ
や
ヒ
ュ
ー
ム
の
立
場
が
さ
う
で
あ
る
。

商
業
資
本
で
あ
る
。
従
っ
て
貸
付
資
本
の
蓄
積
は
か
4

ろ
商
業
資
本
の
蓄
積
よ
り
説
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

倹
を
増
加
せ
し
め
る
こ
さ
に
よ
り
こ
の
勤
勉
の
大
な
る
支
配
力
を
社
會
の
成
員
に
輿
へ
う
る
識
業
は
、

公

他
に
な
い
」
と
。

か
や
う
に
商
業
資
本
の
立
場
か
ら
資
本
の
蓄
積
を
論
す
る
諸
家
に
封
し
て
、

農
業
資
本
の
立
場
か
ら
論
す
る
一
群
の
論

商
業
を
除
い
て
は

．
ー
ム
は
次
の
如
く
の
ぺ
て
居
る
。

「
貸
付
資
本
を
著
大
な
ら
し
め
る
職
業
は
｀
換
言
す
れ
ば
、

勤
勉
を
増
加
し
併
せ
て
節

消
費
さ
れ
す
し
て
貯
蔵
さ
れ
る
部
分
よ
り
成
立
す
る
。

5
 

そ
れ
は
最
初
は
家
具
、
家
屋
等
の
形
式
を
さ
つ
て
、
後
に
貨
幣
の
形
式
を
と
つ
て
蓄
積
さ
れ
る
。
か
く
い
ふ
限
り
チ
ュ
ル

ゴ
ー
は
、
農
業
生
産
を
基
礎
ビ
す
る
動
産
の
蓄
積
を
、
而
し
て
そ
の
登
展
し
た
形
式
と
し
て
貨
幣
の
蓄
積
を
問
題
さ
す
る

す
る
。
然
も
彼
は
農
業
こ
そ
商
工
に
封
し
て
よ
り
本
来
的
、
よ
り
基
底
的
な
も
の
さ
考
へ
る
。

、
電
・
｀

動
産
の
蓄
積
は
'
—
ー
そ
れ
は
貨
幣
資
本
の
蓄
積
な

の
で
あ
る
が
ー
—
農
業
資
本
の
登
展
を
基
礎
と
す
る
年
生
産
物
f
l
地
代

即
ち
ヒ
ュ

然
し
乍
ら
彼
等
の
考
へ
る
資
本
は
尚
貿
易
に
投
ぜ
ら
れ
る

ベ
ッ
テ
イ
や
ロ
ッ
ク
の
立
場
に
向
つ
て
痛
烈
な
駁

第

七

巻

四＝＝ー

1-第
二

輩

二
二
六

22) Massie, An Essay on the G overning Causes of Natural Rate of Interest, 
1750. 

お）Hume,Political Discourses, 1752. 
24) Hume's Essays, p. 220. 
;;:5) Turgot, Reflexions, § 49. 50. 
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派
諸
學
者
の
努
力
は
、
唯
か
＼
る
退
し
い
彫
塑
の
箪
な
る
琢
磨
に
し
か
す
ざ
な
い
で
あ
ら
う
。

理
論
は
、

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
利
子
論
利
附
貸
付
安
本
論
の
基
本
的
特
質

た
と
ひ
荒
削
の
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、

第

七

巻

四

第

二

撃

ス
ミ
ス
に
お
い
て
―
つ
の
巨
匠
的
完
成
を
つ
げ
て
ゐ
る
。

果
し
た
も
の
は
、

ス
ミ
ス
は
利
附
貸
付
資
本
の
理
論
を
、
利
子
の
理
論
を
、
産
業
資
本
さ
産
業
利
潤
と
の
上
に
打
立
て
た
。
然
か
も
彼
は

蓄
積
を
も
、
こ
れ
ら
二
つ
の
脱
鮎
か
ら
論
究
す
る
。
か
く
て
近
代
的
利
附
貸
付
資
本
の
理
論
は
、

そ
し
て
近
代
的
利
子
の

爾
後
の
古
典

ニ
ニ
七

こ
れ
ら
を
箪
に
個
別
的
資
本
の
見
地
か
ら
の
み
で
な
く
、
社
會
的
見
地
か
ら
も
考
究
す
る
。
そ
し
て
貸
付
資
本
の
形
成
、

X 

X 

ぶ
生
産
資
本
の
分
析
に
不
充
分
な
為
、
そ
の
終
り
を
全
う
し
得
な
い
。

X 

の
蓄
積
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
チ
ュ
ル
ゴ
ー
は
年
生
産
の
概
念
に
よ
っ
て
、

X 

商
業
資
本
が
産
業
資
本
に
従
風
す
る
副
次
的
一
資
本
に
す
ぎ
ぬ
も
の
さ
す
る
な
ら
ば
、
農
業
資
本
は
そ
れ
の
構
成
に
興

る
一
資
本
に
し
か
す
ぎ
な
い
。

利
附
貸
付
資
本
の
形
成
、
蓄
杭
を
商
業
資
本
乃
至
は
農
業
資
本
の
蓄
稼
に
か
4

は
ら
せ
て

論
す
る
叙
上
の
二
つ
の
見
解
は
、
産
業
資
本
の
立
場
か
ら
そ
れ
等
の
一
面
性
が
克
服
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
註
四
い
）

い
ふ
迄
も
な
く
ス
ミ
ス
で
あ
っ
た
、

こ
の
克
服
セ

然
か
も
、
加
る
に
、
社
會
的
再
生
産
の
見
地
か
ら
。

盆
註
四
）
尤
も
ス
ミ
ス
と
雖
も
チ
ュ
ル
ゴ
ー
同
探
、
究
本
の
始
源
的
蓄
祓
を
動
産
の
苫
積
と
し
て
説
き
お
こ
し
て
ゐ
る
。
然
し
同
じ
出
酪

貼
に
褻
足
し
乍
ら
も
、
展
開
さ
れ
る
所
論
は
チ
ュ
ル
ゴ
ー
と
著
し
き
速
臣
が
あ
る
。
そ
れ
は
以
上

の
べ
た
如
く
で
あ
る
。

祉
會
的
生
産
の
見
地
に
迄
肉
迫
す
る
が

26) Smith, ibid., Vol. I, p. 258 Cf.Lewinski, ibid., p. 83. 
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